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【
要
約
】
　
本
稿
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
の
代
表
的
地
域
国
家
（
領
域
国
家
）
で
あ
る
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
に
つ
い
て
、
そ
の
領
域
支
配
制
度
に
お

け
る
革
新
的
要
素
の
一
つ
で
あ
る
、
農
村
部
及
び
渓
谷
部
に
設
置
さ
れ
た
代
官
区
の
規
範
と
現
実
を
検
討
し
、
そ
の
特
質
を
被
支
配
地
域
の
在
地
社
会
と

の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
代
宮
と
い
う
役
職
の
定
着
と
発
展
を
支
え
た
の
は
、
在
地
社
会
内
部
で
グ
ェ
ル
フ
ィ
と
ギ

ベ
ッ
リ
ー
二
の
党
派
抗
争
を
展
開
し
つ
つ
、
そ
こ
に
生
じ
る
必
要
を
代
官
の
役
職
に
結
実
さ
せ
て
い
っ
た
渓
谷
や
農
村
の
住
民
達
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
規

範
的
水
準
で
の
代
官
の
役
職
の
解
釈
に
も
、
在
地
的
需
要
を
反
映
さ
せ
、
同
時
に
代
官
の
権
力
の
弱
体
性
に
基
づ
い
て
、
国
家
と
地
域
の
関
係
に
保
護
と

庇
護
の
双
務
的
性
格
を
与
え
、
更
に
在
地
紛
争
遂
行
に
お
け
る
正
当
化
の
根
拠
、
又
は
有
利
な
脱
路
と
し
て
国
家
を
利
用
し
て
い
っ
た
。
｝
四
世
紀
の
ヴ

ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
と
地
域
の
不
可
分
の
関
係
が
、
グ
ェ
ル
フ
ィ
・
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
抗
争
の
在
地
的
展
開
を
介
し
て
形
成

さ
れ
、
地
域
国
家
の
展
開
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
〇
巻
三
号
　
一
δ
〇
七
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

「
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
イ
国
家
一
〇
心
酔
。
≦
ω
。
○
艮
Φ
。
」
と
い
う
表
現
は
、
一
三
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
家
が
権
力
を
掌
握
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
を
中
心
と
す
る
北
イ
タ
リ
ア
～
帯
に
形
成
さ
れ
、
慰
主
政
的
領
域
国
家
へ
と
次
第
に
発
展
し
た
圏

家
的
形
成
体
の
全
体
を
指
す
。
法
的
に
は
、
＝
二
九
五
年
に
ジ
ャ
ン
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
が
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
叙
任
を
受
け
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て
ミ
ラ
ノ
公
娼
に
就
任
す
る
ま
で
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
家
の
諸
君
主
は
、
各
都
市
コ
ム
ー
ネ
と
の
契
約
関
係
に
よ
っ
て
統
治
権
を
委
任
さ
れ

た
「
シ
ニ
ョ
ー
レ
」
に
他
な
ら
な
い
が
、
漸
次
的
な
コ
ム
ー
ネ
自
治
制
度
へ
の
介
入
と
国
家
機
構
の
整
備
、
事
実
上
の
世
襲
の
確
立
等
を
通
じ

て
、
～
四
世
紀
後
半
に
は
そ
の
支
配
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
共
和
政
と
自
治
の
長
い
伝
統
を
持
つ
「
コ
ム
ー
ネ

世
界
」
北
イ
タ
リ
ア
に
君
主
支
配
を
確
立
す
る
こ
と
に
は
巨
大
な
困
難
が
伴
っ
て
い
た
。
故
に
一
四
世
紀
の
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
は
、
都
市

コ
ム
ー
ネ
と
新
た
に
誕
生
し
つ
つ
あ
る
薪
時
代
の
国
家
的
形
成
と
の
問
の
、
緊
張
と
対
立
、
妥
協
と
協
調
の
不
断
の
往
復
に
よ
る
実
験
的
過
程

そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
を
始
め
と
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
の
諸
国
家
は
、
古
典
的
学
説
の
下
で
は
、
都
市
コ
ム
ー
ネ
の

「
危
機
」
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
捕
え
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
都
市
コ
ム
ー
ネ
で
は
共
和
制
度
が
都
市
民
一
般
の
政
治
参
加
へ
の
道
を
開
く
一

方
、
農
村
領
域
支
配
の
進
展
と
農
村
貴
族
の
市
内
移
住
に
よ
っ
て
「
封
建
的
」
対
立
が
都
市
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
混
乱
を
収
束
さ
せ

る
と
と
も
に
、
上
層
市
民
層
の
階
層
的
利
害
を
保
障
す
る
た
め
に
強
力
な
独
裁
的
権
力
が
誕
生
し
た
と
す
る
理
解
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

共
和
政
に
対
す
る
独
裁
制
の
勝
利
と
い
う
政
体
論
的
敗
北
観
と
、
民
衆
の
政
治
的
台
頭
可
能
性
の
完
全
な
喪
失
と
い
う
階
級
闘
争
論
的
敗
北
観

と
が
二
重
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
制
の
開
始
は
、
黄
金
時
代
・
コ
ム
ー
ネ
時
代
か
ら
の
後
退
を
画
す
る
事
件
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

位
置
付
け
ら
れ
、
近
世
イ
タ
リ
ア
の
全
体
的
沈
滞
の
証
左
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
～
九
七
〇
年
代
以
降
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
研
究
史
に
お
い
て
は
、
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
制
と
続
く
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
領
域
国
家
を
衰
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

史
観
か
ら
解
放
し
、
イ
タ
リ
ア
独
自
の
発
展
過
程
と
し
て
再
検
討
す
る
試
み
が
広
範
に
行
わ
れ
た
。
G
・
キ
ッ
ト
リ
ー
二
は
こ
の
現
象
に
、
急

速
な
市
民
層
の
成
長
に
基
づ
く
社
会
的
・
経
済
的
変
化
を
受
け
た
都
市
コ
ム
ー
ネ
が
、
よ
り
安
定
し
た
国
家
と
政
府
の
創
出
へ
向
か
っ
て
再
編

さ
れ
る
動
き
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
位
置
付
け
を
与
え
、
よ
り
全
体
的
な
政
治
と
領
域
編
成
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
把
握
し
な
お
そ

　
　
　
③

う
と
し
た
。
即
ち
ル
ネ
サ
ン
ス
期
領
域
国
家
は
、
農
村
に
対
す
る
都
市
の
特
権
を
維
持
し
つ
つ
も
、
新
た
な
均
衡
の
要
素
と
し
て
の
君
主
を
都

市
…
農
村
関
係
に
加
え
た
国
制
と
し
て
登
場
す
る
。
都
市
の
コ
ン
タ
ー
ド
支
配
と
広
範
な
自
治
は
君
主
立
法
の
下
に
統
御
さ
れ
る
。
一
方
で
は
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都
市
の
上
位
権
力
を
免
れ
て
自
治
を
獲
得
し
よ
う
と
望
む
農
村
領
域
の
防
備
集
落
や
共
同
体
、
有
力
領
主
ら
を
君
主
に
直
属
さ
せ
、
都
市
の
影

響
圏
の
外
部
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
都
市
の
強
大
化
を
防
ご
う
と
す
る
。
即
ち
ル
ネ
サ
ン
ス
国
家
は
、
君
・
王
ま
た
は
支
配
都
市
、
諸
都
市
、

自
立
的
農
村
内
諸
勢
力
の
聞
の
均
衡
の
確
立
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
キ
ッ
ト
リ
ー
こ
の
制
度
史
的
・
構
造
的
議
論
は
、
主
と
し
て
一
五
世
紀
を
対
象
と
す
る
研
究
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
君
主
権
力
と
諸
地
域
勢
力
の
間
に
は
、
既
に
比
較
的
自
明
の
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
へ
至
る
移
行
過
程
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
そ
の
も
の
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
関
し
て
は
、
先
行
す
る
一
四
世
紀
の
初
期
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国

家
形
成
期
を
個
別
実
証
的
に
検
討
す
る
他
は
な
い
。
そ
の
際
に
重
要
で
あ
る
と
筆
者
が
考
え
る
の
は
、
キ
ッ
ト
リ
ー
二
の
モ
デ
ル
を
構
成
す
る

「
君
主
」
と
「
地
域
団
体
」
の
双
方
が
、
自
ら
の
形
成
過
程
の
只
中
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
筆
者
は
高
位
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な

国
制
の
構
成
要
素
と
な
る
《
準
都
市
》
共
同
体
の
形
成
を
論
じ
た
が
、
そ
こ
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
な
集
落
と
共
同
体
の
拡
大
や
再
構
成
は
長
期

的
な
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
自
ら
変
化
し
つ
つ
同
時
に
他
の
勢
力
や
権
力
と
関
係
を
結
び
秩
序
を
形
成
し
て
ゆ
く
過
程
は
一
四
世
紀
ま
で
継

　
　
①

聴
す
る
。
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
は
そ
の
よ
う
な
時
期
に
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
、
都
市
－
農
村
の
二
項
対
立
を
超
え
た
、

地
域
勢
力
の
形
成
そ
の
も
の
に
関
わ
る
複
合
的
な
要
因
が
関
与
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
国
章
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
地
域
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
四
世
紀
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
に
お
け
る
地
域
と
国
家
の
関
係

の
形
成
を
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
を
期
し
て
い
る
。
以
下
第
一
章
で
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
に
関
す
る
近
年
の
研
究
を
整
理
し
、
問
題
の

所
在
と
具
体
的
検
討
対
象
を
明
確
に
す
る
作
業
を
行
い
た
い
。

①
D
・
ウ
ェ
ー
リ
ー
著
、
森
田
鉄
郎
訳
『
イ
タ
リ
ア
の
都
市
国
家
』
、
平
凡
社
、

　
一
九
七
～
年
。
℃
こ
。
器
ρ
国
8
口
。
ヨ
賦
Φ
紛
。
臨
㊦
⑬
器
一
一
．
H
琶
老
農
①
象
①
く
既
臼
鐡

　
圖
Φ
σ
q
σ
q
①
乱
蝉
茸
げ
げ
。
茜
冨
。
・
帥
p
L
『
ぎ
§
糺
ぎ
§
窪
謡
§
無
下
ミ
N
ミ
＝
】
b
ミ

無
識
爵
駐
ミ
。
ミ
q
§
§
駐
、
ミ
甲
6
0
詠
p
P
蹴
り
刈
G
。
篇
U
．
▼
§
鳴
旨
ミ
帖
§
Ω
電
－
9
ミ
野
零
ミ
、
p

O
§
§
§
ミ
。
頭
噂
§
賞
○
風
o
H
仙
払
①
Φ
メ
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
展
望
は
、
日
本

の
イ
タ
リ
ア
都
市
国
家
史
研
究
に
お
け
る
国
乱
史
認
識
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
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い
る
と
言
え
よ
う
。
渚
水
里
一
郎
糊
イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
国
家
研
究
隔
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
O
昌
O
『
鐸
。
一
一
巴
甲

い
餌
彰
彰
山
Φ
一
♂
ロ
げ
ぐ
り
『
邸
o
o
日
巨
弩
巴
Φ
o
鳥
α
q
一
巳
匹
Φ
＝
o
ω
§
o
巨
財
齢
臼
芭
ρ
ぎ

染
沁
ご
縁
ミ
乳
。
識
ミ
§
N
凡
§
匙
さ
。
。
b
。
Ψ
一
霞
ρ
℃
℃
．
⑩
O
山
卜
o
P
（
現
在
は
H
U
一
卜
織

誉
ミ
ミ
臨
§
馬
譜
§
象
ミ
。
、
ミ
ゴ
ミ
偽
恥
貯
待
ミ
§
㍉
§
馬
寒
障
§
ミ
§
、
題
ミ
帖
瞳
－
N
鈎

§
、
§
p
N
り
鑓
暑
．
ω
－
ω
q
に
再
録
γ
H
P
＞
一
。
轟
Φ
。
o
霧
箆
巽
震
δ
駄
ω
¢
一
鑓
鴇
9
貯

唱
。
一
三
〇
9
一
ω
件
一
巳
臥
。
屋
固
Φ
臨
①
一
§
α
o
鼠
Φ
象
。
Φ
＜
『
二
一
Φ
9
α
Q
一
巳
匹
①
α
q
団
．
器
舗

お
σ
Q
δ
嵩
冥
ぎ
　
出
ミ
ミ
N
帖
譜
N
N
迂
§
ミ
§
ミ
。
§
す
鷺
§
§
§
註
撃
§
、
P

HH
i一

ｳ
↓
①
）
も
ワ
き
一
－
滋
9
H
P
H
艮
8
曾
獣
9
r
D
し
『
四
〇
蔭
鑓
象
ρ
O
鑓
ぎ
匿
旦

卜
匙
ミ
亀
遭
ご
、
蝕
、
N
§
§
ミ
§
鳶
§
ミ
こ
馬
ミ
喧
ミ
誉
§
恥
ミ
。
譜
N
ミ
毫
鼠
ミ
§
貴

し
d
o
δ
σ
q
p
斜
一
〇
刈
ρ
篭
．
刈
－
8
　
朔
G
り
Φ
ω
富
p
い
Φ
o
H
酋
巳
傭
⑦
一
8
2
α
Q
唇
膏

。網

?
象
器
一
巨
冥
。
寓
Φ
ヨ
効
ω
ε
蔚
。
Φ
ω
碧
葺
。
認
『
3
一
号
P
篭
．
器
為
①
．
岡
時

期
の
国
家
の
問
題
に
つ
い
て
日
本
で
近
年
発
表
さ
れ
た
研
究
と
し
て
は
、
齊
藤
寛

海
コ
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
権
力
構
造
一
研
究
視
点
に
つ
い
て

の
予
備
的
考
察
一
」
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
統
合
的
諸
権
力
の
構
造
と
展
開
臨
、

一
九
九
四
年
、
膿
潰
社
、
四
一
九
」
四
七
五
頁
。
同
門
ト
ス
カ
ー
ナ
大
公
国
の
領

域
構
造
t
コ
ジ
モ
一
世
時
代
一
」
配
信
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
翼
。
■
九
〇
』

一
九
九
七
年
、
七
【
一
八
二
頁
（
同
『
中
世
後
期
イ
タ
リ
ア
の
商
業
と
都
市
血
知

泉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
四
一
五
一
四
三
一
頁
に
再
録
）
。

②
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
研
究
史
上
の
転
回
に
つ
い
て
は
、
ζ
’
囚
墨
マ

　
ε
p
U
巴
『
臨
α
q
μ
o
匿
餌
＝
o
ω
翼
。
お
α
q
一
。
津
♂
Φ
麟
犀
．
Φ
馨
駅
げ
H
δ
牙
一
㌶
醤
8
匹
一

　
U
o
舞
一
『
餌
。
霞
効
黛
Ω
Ω
讐
夏
帯
冨
訓
恥
§
ざ
譜
§
勉
鼠
§
ミ
ミ
目
鼻
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日
犀
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口
拝
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ワ
。
搾
服
部
良
久
「
中
世
後
期
の
『
都
市
ベ
ル

　
ト
臨
地
域
に
お
け
る
都
市
と
国
家
一
比
較
地
域
史
の
こ
こ
ろ
み
」
、
紀
平
英
作

　
編
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
理
念
と
軌
跡
臨
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四

　
年
、
五
六
1
＝
一
頁
も
参
照
。

④
拙
稿
「
中
世
北
イ
タ
リ
ア
《
準
都
市
》
共
同
体
の
形
成
と
発
展
ー
カ
ザ
ー

　
レ
・
モ
ン
フ
ェ
ラ
ー
ト
と
在
地
紛
争
一
」
凹
史
林
転
八
九
巻
二
号
、
三
六
一
六

　
七
百
月
、
二
〇
〇
六
年
。
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第
一
章
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
と
地
域
を
め
ぐ
る
研
究
の
現
状
と
課
題

前
述
の
よ
う
な
キ
ッ
ト
リ
ー
こ
の
圏
制
モ
デ
ル
に
解
釈
の
困
難
を
も
た
ら
す
の
は
、
「
都
市
」
の
位
置
付
け
で
あ
り
、
そ
の
裏
面
で
あ
る

「
コ
ン
タ
ー
ド
」
諸
勢
力
の
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
キ
ッ
ト
リ
ー
二
は
都
市
の
不
動
の
申
心
性
を
重
視
し
て
お
り
、
有
力
領
主
や
共
同
体
が
国

制
の
枢
要
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
都
市
と
の
間
に
一
種
の
均
衡
を
確
立
す
る
た
め
の
要
素
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
四
四
一
年
に
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は
、
自
立
的
領
主
の
裁
判
権
を
限
定
し
、
そ
こ
か
ら
の
都
市
裁
判
官
へ
の
上
訴
を
認
め
る
法
令
が
発
布
さ
れ
、
司
法
上
も
都
市
の
優
位
が
確
定

す
る
。
即
ち
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
は
、
塾
主
と
都
市
と
そ
の
他
の
諸
勢
力
を
結
び
付
け
、
そ
れ
ら
の
間
に
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
確
立
し
規
律
化

し
、
位
置
付
け
を
与
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
般
的
妥
当
性
は
、
近
年
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
支
配
下
の
諸
地
域
事
例
に
つ
い
て
、
M
・
デ
ッ
ラ
・
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
、
M
・
ジ

ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
、
A
・
ガ
ン
ペ
リ
ー
二
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
研
究
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
、
新
た
な
検
討
の
対
象
と
し
て
問
題
が
提
起
さ
れ
て

　
①い

る
。
ガ
ン
ペ
リ
ー
二
は
レ
ッ
ジ
ョ
の
分
析
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
形
成
が
、
申
継
政
府
か
ら
都
甫
、
村
落
、
親
族
な
ど
多
様
な

権
力
と
権
利
の
正
当
化
を
め
ぐ
る
紛
争
と
相
互
交
渉
に
お
い
て
、
都
市
共
同
体
に
よ
る
未
完
の
コ
ン
タ
ー
ド
征
服
の
追
及
や
、
農
村
部
と
都
市

の
双
方
に
お
け
る
基
盤
の
再
確
立
を
目
指
す
封
建
領
主
の
戦
略
な
ど
の
複
数
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
帰
結
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
君
主

と
地
方
の
関
係
形
成
に
お
け
る
特
権
的
主
体
と
な
り
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
下
の
重
要
な
官
職
を
占
め
た
の
は
都
市
よ
り
も
む
し
ろ
農
村
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
大
領
主
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
は
ロ
ッ
シ
家
な
ど
パ
ル
マ
の
農
村
部
領
主
小
国
家
の
検
討
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ス

コ
ン
テ
ィ
家
に
よ
る
集
権
化
政
策
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
時
期
に
お
い
て
も
、
在
地
勢
力
が
な
お
主
導
権
を
握
り
、
中

央
の
政
策
を
規
定
し
え
た
こ
と
、
更
に
こ
の
よ
う
な
小
国
家
の
内
部
で
、
領
主
－
領
民
関
係
が
再
定
義
・
強
化
さ
れ
、
中
央
権
力
に
対
す
る
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

民
の
保
護
者
と
し
て
の
領
主
が
独
自
の
行
政
・
裁
判
機
構
を
確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
デ
ッ
ラ
・
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア

は
、
コ
モ
司
教
領
テ
ッ
リ
ー
ナ
渓
谷
・
キ
ア
ヴ
ェ
ン
ナ
渓
谷
に
お
け
る
新
旧
の
司
教
家
臣
の
領
地
経
営
と
親
族
関
係
の
分
析
に
お
い
て
、
大
所

領
の
解
体
に
と
も
な
い
新
家
系
や
在
地
共
同
体
の
保
有
と
経
営
へ
の
参
入
が
生
じ
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
応
じ
て
、
テ
ッ
リ
ー
ナ
渓
谷
地
域
の
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

域
的
自
立
性
が
明
確
性
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
い
ず
れ
の
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
自
律
的
動
態
を
示

す
農
村
部
諸
自
治
勢
力
へ
の
視
点
で
あ
り
、
慰
主
と
在
地
団
体
の
二
元
的
関
係
に
お
け
る
都
市
の
不
動
の
中
心
性
を
再
検
討
す
る
こ
と
へ
の
提

起
で
あ
る
。

　
だ
が
こ
の
こ
と
の
射
程
を
キ
ッ
ト
リ
ー
二
・
モ
デ
ル
と
の
関
連
に
お
い
て
即
座
に
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
キ
ッ
ト
リ
ー
こ
の
「
君
主
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と
都
市
を
中
心
と
す
る
在
地
団
体
の
関
係
に
基
づ
く
二
元
的
国
玉
」
と
い
う
一
般
的
定
式
は
、
あ
る
種
曖
味
な
解
釈
の
余
地
を
残
し
て
お
り
、

都
市
の
優
位
が
幾
つ
か
の
地
域
に
お
い
て
反
転
さ
れ
る
と
い
う
事
実
が
、
程
度
の
問
題
を
超
え
て
定
式
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
変
更
し
得
る
の

か
ど
う
か
が
定
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
地
域
国
家
の
解
釈
の
出
発
点
で
あ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的

二
元
的
国
制
と
い
う
水
準
に
引
き
戻
し
て
、
他
国
の
事
例
と
比
較
考
察
し
た
上
で
、
実
証
的
事
実
を
位
置
付
け
る
と
い
う
作
業
が
不
可
欠
で
あ

る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
紙
数
の
都
合
上
、
稿
を
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
上
記
の
よ
う
な
問
題
は
、

初
期
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
に
お
け
る
政
治
的
主
体
の
多
様
性
を
、
個
々
の
研
究
者
の
意
図
や
個
別
研
究
の
妥
当
性
に
関
わ
ら
ず
都
市
－
農
村

関
係
の
二
項
対
立
の
内
部
に
回
収
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
全
体
的
な
国
家
形
成
過
程
と
し
て
総
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る

よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
実
際
に
は
ガ
ン
ペ
リ
ー
二
や
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
自
身
が
個
別
の
検
討
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ン
タ
ー
ド
の
大
領
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

達
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
ス
ク
ワ
ド
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
党
派
的
組
織
を
通
じ
て
都
市
内
の
政
治
や
抗
争
を
掌
握
し
て
い
た
。
従
っ
て
こ
こ

で
問
題
に
す
べ
き
は
、
支
配
下
に
入
る
各
都
市
と
そ
の
支
配
領
域
が
ど
の
よ
う
な
社
会
集
団
に
よ
っ
て
地
域
的
秩
序
を
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
と
国
家
機
構
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
形
成
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
新
要
素
と
支
配
領
域
の
在
地
社
会
に
お
け
る
人
的
集
団
の
現
実
が
よ
り
明
確
に
遭
遇
す
る
場
面

を
分
析
し
、
そ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
一
つ
の
貢
献
を
な
す
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
制

が
、
領
域
編
成
の
問
題
へ
の
対
応
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
出
発
す
れ
ば
、
そ
の
新
権
力
と
し
て
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
は
、
領
域
政

策
に
現
れ
る
と
言
え
よ
う
。
事
実
コ
ム
ー
ネ
時
代
に
比
し
て
の
最
大
の
革
新
要
素
は
、
各
都
市
コ
ム
ー
ネ
の
コ
ン
タ
ー
ド
へ
の
介
入
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
の
介
入
の
代
表
的
形
態
が
「
分
離
ω
①
窓
罠
臥
。
器
」
で
あ
る
。

　
「
分
離
」
は
文
字
通
り
、
コ
ン
タ
ー
ド
内
の
有
力
共
同
体
や
領
主
支
配
地
を
都
市
の
支
配
権
か
ら
分
離
し
、
シ
ニ
ョ
ー
レ
に
直
属
さ
せ
る
制

度
で
あ
る
。
分
離
さ
れ
た
土
地
は
都
市
コ
ム
ー
ネ
の
課
税
や
裁
判
支
配
を
免
れ
、
税
政
上
の
優
遇
措
置
と
大
幅
な
自
治
を
獲
得
す
る
。
こ
う
し

6　（396）
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て
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
下
に
は
、
都
市
コ
ム
ー
ネ
、
そ
の
支
配
下
に
留
ま
る
コ
ン
タ
ー
ド
、
シ
ニ
ョ
ー
レ
に
直
属
す
る
農
村
部
分
団
地
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
う
三
種
類
の
地
域
団
体
が
成
立
し
た
。
都
市
コ
ム
ー
ネ
支
配
下
の
コ
ン
タ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
従
来
通
り
の
都
市
に
よ
る
支
配
が
尊
重
さ
れ

た
が
、
分
離
地
に
は
代
官
区
（
＜
H
O
餌
『
一
⇔
酔
O
）
や
ポ
デ
ス
タ
管
区
（
℃
・
号
。
・
§
聾
・
）
と
呼
ば
れ
る
裁
判
管
区
が
定
め
ら
れ
、
シ
ニ
ョ
ー
レ
の
役
人

と
し
て
代
官
（
く
四
〇
〇
H
目
O
）
ま
た
は
ポ
デ
ス
タ
（
o
。
紆
ω
邑
が
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
即
ち
代
宮
区
や
ポ
デ
ス
タ
管
区
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ

国
家
に
よ
る
薪
設
の
枠
組
み
で
あ
り
、
都
市
コ
ム
ー
ネ
に
よ
る
コ
ン
タ
ー
ド
支
配
か
ら
の
差
異
を
最
も
明
確
に
表
す
要
素
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
を
特
徴
づ
け
る
申
央
権
力
と
在
地
社
会
の
関
係
は
、
代
官
区
や
ポ
デ
ス
タ
管
区
の
規
範
と
実
際
と
、
そ
こ
に

お
け
る
人
間
集
団
の
行
動
の
双
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
現
実
に
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ

国
家
形
成
期
一
四
世
紀
の
代
官
区
及
び
ポ
デ
ス
タ
管
区
の
研
究
に
は
史
料
残
存
状
況
の
劣
悪
さ
に
よ
る
困
難
が
あ
り
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
の

仔
細
な
検
討
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
下
の
農
村
部
及
び
山
岳
部
に
つ
い
て
、
比
較
的
恵
ま
れ

た
史
料
状
況
に
あ
る
ベ
ル
ガ
モ
を
検
討
対
象
と
し
、
代
官
区
と
在
地
社
会
の
実
態
把
握
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　
ベ
ル
ガ
モ
は
郷
土
史
学
の
豊
か
な
蓄
積
を
持
っ
て
い
る
が
、
伝
統
的
に
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
支
配
期
、
特
に
｝
四
世
紀
後
半
の
ベ
ル
ナ
ボ
・
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

イ
ス
コ
ン
テ
ィ
時
代
は
圧
政
の
時
期
と
し
て
厳
し
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
悪
名
高
い
の
は
、
～
三
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か

け
て
ベ
ル
ガ
モ
を
始
め
と
す
る
ア
ル
プ
ス
前
山
地
域
の
渓
谷
部
に
広
が
っ
た
反
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
反
乱
へ
の
べ
ル
ナ
ボ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
に

よ
る
抑
圧
で
あ
る
。
こ
の
反
乱
は
、
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
党
の
首
領
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
家
に
対
し
て
、
グ
ェ
ル
フ
ィ
党
勢
力
が
山
岳
地
渓

谷
部
に
拠
点
を
維
持
し
、
広
域
的
な
反
乱
を
組
織
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ナ
ボ
は
渓
谷
住
民
ら
に
対
し
て
未
納
負
担
の
帳
消
し
な
ど
を
約

束
し
た
が
効
果
な
く
、
つ
い
に
は
全
て
の
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
に
一
切
罰
を
受
け
る
こ
と
な
く
グ
ェ
ル
フ
ィ
を
殺
害
す
る
許
可
を
与
え
る
に
至
っ
た
。

　
だ
が
根
強
い
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
年
は
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
支
配
期
全
体
に
対
す
る
実
証
研
究
の

努
力
も
行
わ
れ
て
い
る
。
A
・
サ
ー
ラ
は
上
の
反
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
反
乱
に
関
し
て
、
支
援
者
の
人
脈
や
書
簡
の
検
討
を
通
じ
て
、
渓
谷
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

反
乱
が
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
教
皇
庁
に
よ
る
支
援
と
策
動
を
受
け
て
い
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
を
よ
り
広
い
文
脈
の
中
で
考
え
れ
ば
、
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反
乱
そ
の
も
の
を
も
一
概
に
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
家
に
よ
る
圧
政
の
帰
結
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
反
乱
に
対
す
る
抑
圧
的
対
応
を
、

一
般
的
な
紛
争
状
況
へ
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
対
処
策
と
見
な
す
必
要
が
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
紛
争
状
況
と
い
う
問
題
を
考
慮
し
つ
つ
、
コ
ム
ー
ネ
期
か
ら
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
支
配
期
に
至
る
＝
二
・
一
四
世
紀
の
財
政
を
検
討
し
、

新
た
な
兇
解
を
示
し
た
の
が
P
・
マ
イ
ノ
ー
二
で
あ
る
。
マ
イ
ノ
ー
二
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
に
よ
る
過
酷
な
課
税
の
多
く
は
、
コ
ン
タ
ー
ド

や
山
岳
部
の
経
済
に
対
し
て
、
優
位
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
都
市
コ
ム
ー
ネ
・
ベ
ル
ガ
モ
の
政
策
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
し
て
反
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
反
乱
も
、
市
民
層
の
地
主
的
収
入
の
危
機
に
平
行
す
る
渓
谷
部
手
工
業
の
発
展
、
そ
れ
に
伴
う
都

市
・
コ
ン
タ
ー
ド
対
立
の
激
化
と
い
う
、
よ
り
構
造
的
な
要
因
に
よ
る
紛
争
に
負
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
一
概
に
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
に
よ
る

諜
求
に
原
因
を
帰
す
こ
と
を
批
判
し
た
。
ま
た
、
徴
税
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
請
負
制
の
実
施
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
家
の
シ
ニ
ョ
ー
レ

達
自
身
が
、
ベ
ル
ガ
モ
の
既
存
の
グ
ェ
ル
フ
イ
と
ギ
ベ
ッ
リ
ー
こ
の
首
領
達
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
た
め
上
の
よ
う
な
構
造
的
要
因
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
合
し
た
ベ
ル
ガ
モ
内
部
の
党
派
抗
争
の
維
持
・
助
長
に
帰
結
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ノ
ー
こ
の
視
角
は
、
財
政
と
い
う
古
典
的
な
研
究
対
象
と
紛
争
社
会
史
の
接
合
に
対
し
て
開
か
れ
て
お
り
、
示
唆
す
る
と

こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。
だ
が
こ
こ
で
マ
イ
ノ
ー
二
自
身
の
研
究
対
象
か
ら
一
歩
外
に
出
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
接
合
」
を
実
現
す
る
に
は
、

都
市
・
農
村
関
係
と
い
う
や
は
り
古
典
的
な
問
題
を
、
紛
争
社
会
史
の
対
象
と
な
る
社
会
集
団
に
適
用
し
て
実
証
し
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家

の
機
構
や
機
能
と
総
合
的
に
考
察
す
る
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ノ
ー
二
が
党
派
と
し
て
検
討
対
象
と
し
た
の
は
、
ス
ア
ル
デ
ィ

家
、
リ
ヴ
ォ
ラ
家
、
ボ
ン
ギ
家
な
ど
、
都
市
を
政
治
的
基
盤
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
、
グ
ェ
ル
フ
ィ
を
率
い
る
大
親
族
で
あ
り
、
こ

れ
ら
と
実
際
の
紛
争
の
舞
台
と
な
る
渓
谷
部
と
の
関
係
、
及
び
そ
の
よ
う
な
党
派
と
関
連
す
る
都
市
・
農
村
関
係
と
の
上
に
重
な
る
国
家
と
の

関
係
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
無
論
こ
の
よ
う
な
課
題
の
全
体
は
本
小
論
の
紙
幅
を
遥
か
に
超
え
る
。
こ
こ
で
は
、
主
た
る
検
討
対
象
を
渓
谷
部
・
農
村
部
に
限
定
し
、
ベ

ル
ガ
モ
に
お
け
る
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
イ
国
家
代
官
の
活
動
と
代
官
区
の
実
態
を
、
在
地
の
社
会
集
団
、
特
に
グ
ェ
ル
フ
ィ
と
ギ
ベ
ッ
リ
ー
こ
の
党
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派
抗
争
と
の
関
係
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
集
団
の
都
市
・
農
村
に
跨
る
実
態
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改

め
て
論
じ
た
い
。

そ
こ
で
以
下
第
二
章
で
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
支
配
下
で
作
成
さ
れ
た
農
村
部
及
び
山
岳
部
の
条
令
集
を
史
料
と
し
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ

イ
国
家
機
構
の
一
部
と
し
て
の
代
官
区
の
規
範
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
第
三
章
で
は
、
規
範
に
対
す
る
現
実
を
、
代
官

や
地
域
住
民
の
書
簡
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
順
次
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

一四世紀ヴィスコンティ国家下ベルガモにおける代官と代官区（佐藤）
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第
二
章
　
ベ
ル
ガ
モ
農
村
・
渓
谷
条
令
集
に
見
る
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
代
嘗
と
代
官
区

　
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
家
は
、
最
有
力
貴
族
家
系
の
一
つ
と
し
て
都
市
ミ
ラ
ノ
に
台
頭
し
、
＝
二
世
紀
に
は
市
内
党
派
抗
争
の
貴
族
的
党
派
の
筆

頭
と
な
っ
た
。
グ
ェ
ル
フ
ィ
党
の
首
領
デ
ッ
ラ
・
ト
ッ
レ
家
と
の
抗
争
に
勝
利
し
、
一
二
八
七
年
、
マ
ッ
テ
オ
u
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
が
ミ
ラ
ノ

の
カ
ピ
タ
ー
ノ
・
デ
ル
・
ポ
ポ
ロ
に
就
任
し
、
そ
の
後
一
二
九
四
年
に
は
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
皇
帝
代
理
に
任
命
さ
れ
た
。
マ
ッ
テ
オ
の
死
後
、

カ
ピ
タ
ー
ノ
・
デ
ル
・
ポ
ポ
ロ
職
を
継
承
し
た
息
子
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
も
皇
帝
代
理
と
な
り
、
そ
の
死
後
は
ア
ッ
ツ
ォ
i
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
が

同
職
に
就
任
し
、
事
実
上
の
世
襲
が
実
現
す
る
。
こ
う
し
て
＝
二
三
九
年
に
は
、
ア
ッ
ツ
ォ
ー
の
二
人
の
叔
父
ル
キ
ー
ノ
と
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
に

シ
ニ
ョ
ー
レ
の
地
位
が
承
認
さ
れ
、
；
孟
四
年
に
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が
他
界
す
る
と
、
そ
の
三
人
の
甥
マ
ッ
テ
オ
・
ベ
ル
ナ
ボ
・
ガ
レ
ア
ッ
ツ

ォ
ニ
世
が
勢
力
範
囲
を
三
分
し
て
継
承
し
、
マ
ッ
テ
オ
の
死
後
に
は
ベ
ル
ナ
ボ
と
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
が
そ
れ
を
二
分
す
る
。
こ
の
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ

を
継
ぎ
、
伯
父
ベ
ル
ナ
ボ
を
倒
し
て
、
や
が
て
栄
位
に
登
る
の
が
ジ
ャ
ン
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
で
あ
る
。
彼
ら
の
勢
力
の
拡
大

は
、
他
都
市
と
の
党
派
的
関
係
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
た
。
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
は
＝
二
世
紀
に
は
既
に
個
人
の
資
格
で
複
数
の
他
都
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

政
治
に
介
入
し
始
め
て
お
り
、
他
都
市
の
有
力
者
も
自
ら
の
市
内
党
派
抗
争
に
お
け
る
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
支
持
を
あ
て
に
し
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
ベ
ル
ガ
モ
（
地
図
①
）
も
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
家
の
シ
ニ
ョ
リ
ー
ア
支
配
へ
向
か
っ
た
。
当
時
の
ベ
ル
ガ
モ
で
は
、
民
衆

を
支
持
基
盤
と
す
る
党
派
と
貴
族
を
中
心
と
す
る
党
派
が
市
内
抗
争
を
続
け
、
前
者
を
リ
ヴ
ォ
ラ
家
が
、
後
者
を
ス
ア
ル
デ
ィ
家
が
率
い
て
お

り
、
ス
ア
ル
デ
ィ
家
が
マ
ッ
テ
オ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
に
支
援
を
依
頼
し
た
。
ベ
ル
ガ
モ
に
グ
ェ
ル
フ
ィ
・
ギ
ベ
ッ
リ
ー
こ
の
呼
称
が
導
入
さ

れ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
そ
の
後
＝
二
＝
年
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
が
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
の
ロ
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
を
ベ
ル
ガ
モ

の
ポ
デ
ス
タ
に
任
命
し
、
マ
ッ
チ
霞
目
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
が
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
に
確
立
し
た
覇
権
を
背
景
に
、
　
＝
二
～
七
年
に
は
、
ベ
ル
ガ
モ

の
グ
ェ
ル
フ
ィ
も
マ
ッ
テ
オ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
イ
に
服
従
を
誓
う
。
そ
の
後
べ
ー
メ
ン
王
ヨ
ー
ハ
ン
の
支
配
を
経
て
、
ベ
ル
ガ
モ
の
シ
ニ
ョ

リ
ー
ア
は
ア
ッ
ツ
ォ
ー
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
手
へ
と
移
行
し
、
ル
キ
ー
ノ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
か
ら
ベ
ル
ナ
ボ
へ
と
継
承
さ
れ
て
行
く
。
こ
の
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一四世紀ヴィスコンティ国家下ベルガモにおける代官と代官区（佐藤）

　　　　褥　0マク
　　　　　　　　　　　　　レツジョ
　　　　　　　　　パルマ　o
　　　　　　　　　　　　　　　　

α

b

ルッカ

　o　　　　　　　o
跡フィレンツェ

蝿

o

g

　o
シエナ

し

　o
アレツツオ

コルトーナ

弗

　　　o

　　ローマ
　　　・

問
に
、
渓
谷
地
帯
の
都
市
か
ら
の
分
離
と
代
官
区
の
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

置
が
徐
々
に
行
わ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
ベ
ル
ガ
モ
の
渓
谷
部
（
地
図
②
）
に
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ

ィ
家
の
代
官
区
の
存
在
が
初
め
て
確
認
さ
れ
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
③

一
三
三
八
年
で
あ
る
。
分
離
さ
れ
た
渓
谷
は
「
免
税
渓

谷
（
＜
巴
口
霧
Φ
巳
）
」
と
呼
ば
れ
、
都
市
に
と
っ
て
の
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

担
も
大
き
い
た
め
、
当
初
は
五
渓
谷
に
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
代
官
区
の
枠
組
み
は
当
初
極
め
て
不
安
定
な

様
相
を
示
し
て
い
る
。
＝
二
五
九
年
に
は
、
ブ
レ
ン

バ
ー
ナ
渓
谷
、
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
及
び
サ
ン
・
マ
ル
テ

ィ
ー
ノ
渓
谷
の
三
渓
谷
は
単
独
の
代
官
の
管
轄
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
＝
二
六
三
年
と
六
五
年
に
は
、
こ
れ

ら
三
渓
谷
に
セ
リ
ア
ー
ナ
渓
谷
も
加
え
た
も
の
が
一
人

の
代
官
に
任
さ
れ
、
＝
二
六
八
年
に
は
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ

渓
谷
と
セ
リ
ア
ー
ナ
渓
谷
が
単
一
の
共
同
体
を
形
成
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
人
の
代
官
に
任
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
に
続
く
時

期
に
は
、
諸
代
官
区
は
細
分
化
の
方
向
．
へ
向
か
う
。
一

三
六
八
年
に
は
タ
レ
ッ
ジ
ョ
渓
谷
も
代
官
区
を
持
っ
て

　
⑥

い
た
。
翌
＝
二
六
九
年
に
は
、
ベ
ル
ガ
モ
市
の
コ
ン
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義
界
如
一

芝
慧

eql／　“一s

，レ。瀕谷条》
　　　　　1

跨　コーレ

　ルニーコ

篭極言

・」・h、テ幅

o
ロマーノ

　　　o
トレヴィーリョ

　　　　　　　　　o
　　　モッッァニカ

地図②　ベルガモと周辺農村部・渓谷部

集
落
の
条
例
集
は
一
般
に
「
農
村
条
例
集
」
に
分
類
さ
れ
る
。
一
方
「
渓
谷
条
例
集
」
は
渓
谷
共
同
体
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

落
の
連
合
を
そ
の
適
用
対
象
と
す
る
。

　
ベ
ル
ガ
モ
の
渓
谷
・
農
村
条
令
集
に
関
し
て
は
、
残
存
状
況
と
保
存
状
況
を
総
合
的
に
調
査
・
整
理
し
た
M
・
コ
ル
テ
ー
ジ
の
研
究
の
恩
沢

タ
ー
ド
か
ら
許
可
な
く
鉄
を
輸
出
す
る
こ
と
を
禁
じ

る
た
め
に
、
シ
ニ
ョ
ー
レ
補
佐
官
キ
ゾ
ラ
が
コ
ン

タ
ー
ド
内
各
地
に
宛
て
た
書
簡
に
、
平
野
部
の
そ
れ

も
含
め
て
総
数
十
一
の
代
官
区
・
ポ
デ
ス
タ
管
区
名

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
上
セ
リ
ア
ー
ナ
渓
谷
、

下
セ
リ
ア
ー
ナ
渓
谷
、
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
、
サ

ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
渓
谷
及
び
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
、

ア
ル
メ
ン
ノ
及
び
マ
ペ
ッ
ロ
、
ト
レ
ス
コ
ー
レ
渓
谷
、

サ
ル
ニ
ー
コ
、
コ
ロ
ー
ニ
ョ
、
ロ
マ
ー
ノ
、
マ
ル
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

イ
ネ
ン
ゴ
、
ウ
ル
ガ
ー
ノ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
条
例
集
の
内
容
分
析
に
入
る
前
に
、
そ
の

性
格
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。
イ

タ
リ
ア
で
「
条
例
集
（
ω
鼻
β
巳
」
と
呼
ば
れ
る
史
料

は
、
他
国
の
「
都
市
法
」
や
「
村
法
」
に
相
当
す
る

規
範
史
料
で
あ
る
。
「
都
市
条
例
集
」
は
コ
ン
タ
ー

ド
を
支
配
す
る
都
市
の
そ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

　
　
　
　
　
　
即
ち
渓
谷
内
に
分
布
す
る
個
々
の
集
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一四世紀ヴィスコンティ国家下ベルガモにおける代富と代官区（佐藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
よ
っ
て
、
所
在
の
確
認
は
容
易
で
あ
る
。
そ
の
中
で
一
四
世
紀
以
前
の
成
立
の
も
の
は
少
な
く
、
多
く
は
一
五
世
紀
後
半
以
降
成
立
の
版
と

し
て
残
存
し
て
い
る
。
し
か
し
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
下
で
の
作
成
に
遡
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
版
や
、
そ
の
よ
う
な
版
か
ら
の
改
変
の
な
い

直
接
の
転
記
が
確
認
さ
れ
る
も
の
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
一
定
の
考
察
は
可
能
な
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
モ
ッ
ツ
ァ
継
起
（
｝
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
（
一
三
＝
二
）
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ン
ゴ
（
；
一
四
四
）
、
ト
レ
ヴ
ィ
ー
リ
ョ

〇
三
年
成
立
。
以
下
、
括
弧
内
は
一
四
世
紀
中
の
作
成
年
代
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
レ
ッ
ジ
ョ
お
よ
び
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
（
＝
三
間
八
）
、
ス
カ
ル
ヴ

（
＝
二
九
二
）
、
「
ゴ
ッ
ジ
ャ
向
う
」
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
（
一
三
六
四
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

エ
渓
谷
（
一
三
七
二
）
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
期
の
成
立
に
な
る
も
の
は
、
ト
レ
ヴ
ィ
ー
リ
ョ
の
そ
れ
を
除
け
ば
一
四
世
紀
の
版
か

ら
の
刊
行
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
刊
行
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
「
渓
谷
条
例
集
」
と
平
野
部
の
「
農
村
条
例
集
」
の
二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
が
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
、
「
ゴ
ッ
ジ
ャ

向
う
」
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
渓
谷
、
ス
カ
ル
ヴ
ェ
渓
谷
で
あ
り
、
後
者
が
モ
ッ
ツ
ァ
ニ
カ
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ン
ゴ
、
ト
レ
ヴ
ィ
ー

リ
ョ
で
あ
る
。
平
野
部
の
三
コ
ム
ー
ネ
は
、
い
ず
れ
も
境
界
地
域
の
防
備
集
落
と
し
て
重
要
な
役
割
を
柔
い
、
早
期
に
大
幅
な
自
治
を
獲
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
一
方
渓
谷
部
の
三
地
域
は
、
い
ず
れ
も
都
市
ベ
ル
ガ
モ
か
ら
は
遠
隔
に
位
置
す
る
。
う
ち
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
と

タ
レ
ッ
ジ
ョ
は
、
世
俗
当
局
は
ベ
ル
ガ
モ
市
で
あ
り
な
が
ら
、
教
会
の
管
轄
区
と
し
て
は
ミ
ラ
ノ
大
司
教
領
で
あ
り
、
コ
モ
湖
に
接
続
す
る
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ッ
シ
ナ
渓
谷
の
付
属
地
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

　
渓
谷
部
に
つ
い
て
は
、
渓
谷
内
の
個
々
の
集
落
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
ら
の
集
落
の
み
を
適
用
対
象
と
し
た
「
共
同
体
条
例
集
」
を
持
ち
、
そ
れ

と
「
渓
谷
条
例
集
」
が
同
時
に
存
在
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
に
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
の
一
集
落
サ
ン
・
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ノ
に
は

独
自
の
「
共
同
体
条
例
集
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
放
牧
規
制
や
祭
日
の
規
定
な
ど
山
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
日
常
生
活
に
関
す
る
規
定
を
主
な
内
容
と
し
、
渓
谷
共
同
体
全
体
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
「
渓
谷
条
例
集
」
は
渓
谷
を

構
成
す
る
諸
共
同
体
問
の
関
係
と
そ
れ
を
規
制
す
る
組
織
と
そ
の
運
営
、
渓
谷
全
体
が
関
わ
る
問
題
を
対
象
と
し
、
「
共
同
体
条
例
集
」
は
日

常
の
生
産
活
動
に
関
わ
り
の
あ
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
内
へ
の
代
官
区
と
し
て
の
渓
谷
の
編
入
は
、
こ
の
よ
う
な
渓
谷
の
あ
り
方
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

へ
四
四
〇
年
代
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
下
で
改
訂
さ
れ
た
上
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
条
令
集
の
刊
行
に
際
し
て
、
G
・
M
・
ヴ
ァ
ラ
ニ
二
二
は
比

較
考
察
上
一
三
六
四
年
版
に
も
触
れ
、
そ
の
性
格
を
本
質
的
に
「
代
官
区
の
条
令
集
」
で
あ
る
、
と
し
た
。
即
ち
、
既
存
の
在
地
的
成
立
過
程

を
持
つ
条
令
集
を
根
底
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ベ
ル
ガ
モ
市
、
あ
る
い
は
ミ
ラ
ノ
・
中
央
で
ど
の
よ
う
な
代
官
区
に
も
適
用
可
能
な
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
原
案
が
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
央
か
ら
の
統
制
の
道
具
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン

テ
ィ
国
家
下
で
作
成
さ
れ
た
渓
谷
条
例
集
は
、
渓
谷
の
自
生
的
共
同
体
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
代
官
区
」
と
い
う
行
政
単
位
を
対
象
と

し
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
存
在
意
義
と
そ
の
権
力
行
使
の
形
態
を
定
め
た
も
の
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
同
様
の
性
格
は
「
農
村
条
例
集
〕
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
適
用
範
囲
は
常
に
単
独
共
同
体
で
あ
る
が
、
成
立
年
代
順
に
辿

っ
て
み
れ
ば
、
生
産
・
経
済
活
動
の
規
定
を
主
な
内
容
と
し
た
一
四
世
紀
初
頭
の
も
の
（
モ
ッ
ツ
ァ
ニ
カ
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ン
ゴ
）
と
、
～
四
世
紀

末
ジ
ャ
ン
ガ
レ
ア
ッ
ツ
ォ
の
支
配
下
で
作
成
さ
れ
た
、
国
家
役
人
の
職
務
や
そ
れ
と
共
同
体
と
の
関
係
を
含
め
た
複
合
的
な
大
部
の
も
の
（
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

レ
ヴ
ィ
ー
リ
ョ
）
と
の
問
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
後
者
で
は
国
家
に
関
わ
る
問
題
の
占
め
る
割
合
が
格
段
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　
本
稿
の
関
心
に
ひ
き
つ
け
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
規
範
が
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
と
在
地
社
会
が
遭
遇
す
る
ど
の
よ
う
な
社
会
史
的
過

程
の
中
で
作
成
・
受
容
さ
れ
、
代
官
の
あ
り
方
に
反
映
し
た
か
が
問
題
に
な
る
。
そ
の
際
に
規
範
史
料
で
あ
る
条
例
集
を
有
効
に
利
用
す
る
た

め
に
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
い
つ
く
か
の
条
例
集
の
比
較
考
察
が
必
要
に
な
る
。
事
実
、
い
く
つ
か
の
条
例
集
の
条
項
の
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
に
目
を
通
し
て
見
れ
ば
、
ヴ
ァ
ラ
ニ
ー
二
が
述
べ
た
よ
う
な
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
条
令
集
に
見
ら
れ
る
代
官
区
の
性
格
が
、
他
の
代
官
区

に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
書
え
な
い
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
上
に
挙
げ
た
一
四
世
紀
作
成
の
諸
条
例
集
に
お

け
る
、
代
宮
や
ポ
デ
ス
タ
と
代
官
区
や
ポ
デ
ス
タ
管
区
に
関
す
る
規
定
を
中
心
に
分
析
し
、
比
較
考
察
を
試
み
た
い
。

　
一
四
世
紀
前
半
の
条
例
集
で
は
、
代
官
が
雷
及
さ
れ
る
箇
所
は
少
な
い
。
一
三
四
〇
年
代
の
平
野
部
の
コ
ム
ー
ネ
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ン
ゴ
の
条

令
集
前
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
令
集
は
先
行
す
る
よ
り
古
い
条
令
集
を
も
と
に
、
ル
キ
ー
ノ
及
び
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
支
配
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⑫

下
で
作
成
さ
れ
た
。
条
項
を
見
て
も
、
扱
わ
れ
て
い
る
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
農
村
生
活
上
の
関
心
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

配
到
達
以
前
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
て
問
題
は
な
い
。
そ
の
中
で
代
官
は
、
ワ
イ
ン
の
不
正
計
量
に
関
す
る
規
定
、
作
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

監
視
人
が
領
域
外
に
出
る
こ
と
の
禁
止
規
定
、
放
牧
中
の
羊
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
損
害
に
関
す
る
規
定
に
お
い
て
、
訴
え
先
と
し
て
指
示
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
「
代
官
」
と
「
コ
ン
ス
ル
」
は
・
δ
o
茜
岩
像
。
謡
ロ
○
く
陣
＄
H
δ
ω
窪
。
o
口
。
。
巳
8
墓
象
。
試
ぴ
自
σ
q
》
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

・
胤
。
巨
浮
く
一
。
錠
こ
く
9
。
O
p
鐙
ご
捷
軍
。
鼠
び
霞
σ
q
掌
、
・
軋
。
慧
8
≦
。
践
。
酷
く
①
。
○
白
蜜
げ
霧
象
。
江
σ
霞
σ
q
》
と
併
記
さ
れ
、
あ
た
か
も
代
官
と
共
同

体
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
コ
ン
ス
ル
は
代
替
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
実
質
的
に
は
代
官
に
は
独
自
の
地
位
と
役
割
は

与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
代
官
の
存
在
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
支
配
の
受
容
を
形
式
的
に
表
明
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
だ
と
飼
え
よ
う
。
モ
ッ
ツ
ァ
ニ
カ
の
条
令
集
で
は
、
代
宮
や
ポ
デ
ス
タ
の
よ
う
な
役
人
へ
の
一
言
及
そ
の
も
の
が
一
切
見
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
＝
二
六
〇
年
代
以
降
に
作
成
さ
れ
た
条
令
集
に
な
る
と
、
代
官
の
義
務
・
職
務
に
関
す
る
規
定
の
条
項
が
急
増
し
、
そ
の
輪
郭
が
鮮

明
に
な
る
。
と
り
わ
け
一
三
六
〇
年
代
の
二
条
令
集
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
の
そ
れ
と
「
ゴ
ッ
ジ
ャ
向
う
」
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓

谷
の
そ
れ
は
、
条
文
の
大
部
分
が
代
官
、
又
は
そ
れ
に
関
連
す
る
活
動
の
規
定
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
一
方
で
、
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
条
令
集
と
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
⊥
フ
渓
谷
条
令
集
は
、
そ
の
構
造
や
内
容
に
お
い
て
様
々
な
差
異

を
見
せ
て
い
る
。
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
条
例
集
は
、
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
構
造
は
単
純
で
あ
り
、
民
事
・
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

事
そ
の
他
へ
の
分
冊
形
式
す
ら
採
用
し
て
い
な
い
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
条
令
集
に
お
い
て
は
在
地
的
要
素
へ
の
雷
及
が
諸
所
に
確
認
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
成
立
年
は
一
三
六
八
年
で
あ
り
、
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
の
そ
れ
の
四
年
後
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
イ
側
に

「
代
官
区
の
条
令
集
」
の
準
備
が
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
条
令
集
を
共
同
体

的
条
令
集
か
ら
「
代
官
区
の
条
令
集
」
へ
の
過
渡
期
的
存
在
と
見
な
す
こ
と
も
出
来
な
い
。
だ
が
一
方
で
、
条
項
の
内
容
は
他
代
富
区
に
増
し

て
代
官
と
そ
の
職
務
に
関
す
る
規
定
に
集
中
し
て
い
る
。
即
ち
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
条
令
集
の
位
置
を
、
中
央
に
よ
る
統
制

／
在
地
の
自
治
、
又
は
都
市
法
文
化
／
渓
谷
の
在
地
的
慣
習
と
い
う
対
立
関
係
の
い
ず
れ
か
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
函
難
な
の
で
あ
る
。
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そ
の
成
立
の
背
景
に
関
し
て
唯
一
確
実
な
情
報
は
前
文
の
記
述
に
求
め
ら
れ
る
。
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
の
前
文
に
は
以
下
の

よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
「
神
の
名
に
お
い
て
、
ア
ー
メ
ン
。
一
三
六
八
年
、
イ
ン
デ
ィ
ク
チ
オ
ご
一
日
、
＝
～
月
｝
七
日
。
こ
れ
ら
は
、
神
と
そ
の
栄
誉
あ
る
母
・
処
女
マ
リ

　
　
ア
と
聖
な
る
告
白
者
聖
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
と
、
使
徒
ペ
ト
ロ
・
パ
ウ
ロ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
ヤ
コ
ブ
の
名
誉
の
た
め
に
、
ま
た
ミ
ラ
ノ
と
先
述
の
土
地
の

　
　
共
通
の
シ
ニ
ョ
…
レ
で
あ
る
、
偉
大
な
る
卓
越
し
た
シ
ニ
ョ
ー
レ
、
ベ
ル
ナ
ボ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
殿
の
名
誉
の
た
め
に
、
ま
た
共
同
体
と
そ
の
人
々
と

　
　
先
述
の
土
地
の
す
べ
て
の
個
人
の
よ
き
平
和
な
る
状
態
の
た
め
に
、
先
述
の
偉
大
な
る
シ
ニ
ョ
ー
レ
に
よ
っ
て
同
地
の
代
馬
と
な
っ
た
懸
命
に
し
て
思
慮

　
　
深
き
レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
B
ボ
ル
ツ
ァ
…
ノ
勤
デ
目
レ
ッ
ジ
ョ
殿
と
、
同
共
同
体
の
セ
ル
ヴ
ィ
ト
ー
ル
に
よ
っ
て
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
の
ラ
ヴ
イ
ー
ナ
の
、
ヴ
ィ

　
　
タ
ー
リ
B
ト
ー
ザ
H
ア
リ
ゴ
ー
二
殿
の
家
の
卓
、
つ
ま
り
裁
判
を
す
る
場
所
に
、
特
別
に
下
記
の
こ
と
が
ら
の
た
め
に
召
集
さ
れ
た
同
共
同
体
の
全
一
般

　
　
評
議
会
の
命
令
と
意
志
と
含
意
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
下
記
の
人
々
に
よ
っ
て
、
作
成
さ
れ
、
命
じ
ら
れ
た
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
と
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
の
コ
ム
ー
ネ

　
　
と
土
地
の
諸
条
令
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
融
々
の
名
前
は
こ
れ
ら
で
あ
る
。
U
o
目
ぎ
扇
≦
琶
肪
8
鑓
》
江
α
Q
o
慣
し
。
“
じ
8
＞
践
α
Q
O
匿
。
。
“
O
o
珍
鋤
暮
貯
し
。

　
　
ω
p
託
。
雲
β
竃
霧
B
嵩
p
Φ
島
Φ
ω
巴
N
嘗
P
℃
Φ
欝
鑓
島
①
℃
①
σ
Q
餌
H
H
P
b
d
母
。
目
。
。
じ
d
Φ
冨
く
置
餌
9
N
口
調
⇒
話
》
邑
σ
q
o
白
露
（
こ
れ
ら
は
）
全
員
が
タ
レ
ッ
ジ
ョ
の
者

　
　
で
あ
る
。
℃
霧
ぼ
島
島
。
密
ω
じ
西
語
Φ
の
け
○
錘
江
巨
ω
象
。
臼
ω
竃
震
p
o
ぼ
き
蕊
”
二
人
目
も
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
の
者
で
あ
る
。

　
　
　
こ
れ
ら
金
員
が
一
致
し
て
自
発
的
に
、
い
か
な
る
意
見
の
相
違
も
な
く
、
先
述
の
土
地
の
共
同
体
と
人
々
と
す
べ
て
の
個
々
人
の
善
き
平
和
な
る
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
を
希
求
し
て
…
…
」

16 （406）

　
こ
こ
に
は
条
令
集
が
支
配
者
と
被
支
配
者
双
方
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
作
成
に
は
代
官
と
共
同
体
代
表
の
双
方
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
、
そ
の
共
同
体
代
表
は
タ
レ
ッ
ジ
ョ
と
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
の
両
渓
谷
か
ら
選
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
「
一
致
し
て
、
自
発
的
に
、
い

か
な
る
意
見
の
相
違
も
な
く
」
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
編
纂
に
参
加
し
た
在
地
の
代
表
老
の
名
前
が
列
挙

さ
れ
た
条
令
集
は
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
検
討
し
た
も
の
の
中
で
は
他
に
例
が
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
編
纂
者
達
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
編
纂
の
た
め
の
集
会
の
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
ラ
ヴ
ィ
ー
ナ
地
区
の
ヴ
ィ
タ
ー
リ
・
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ア
ッ
リ
ゴ
ー
二
（
号
最
長
ω
≦
芭
一
》
滋
σ
q
。
・
一
）
の
家
で
あ
り
、
法
律
家
に
よ
っ
て
裁
判
が
行
わ
れ
る
卓
（
器
σ
き
。
冨
ヨ
昏
二
塁
H
巴
帥
戸
内
・

寓
冨
罵
口
ω
）
で
あ
っ
た
。

　
ら
。
巨
毒
ω
号
が
他
の
編
纂
者
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
併
せ
て
も
、
ヴ
ィ
タ
ー
リ
が
こ
の
編
纂
者
集
団
の
中
で
特
別
な
地
位
に

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、
ア
ッ
リ
ゴ
ー
二
家
は
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
派
に
属
す
る
有
力
な
領
主
と
し
て
決
し
て
無
名
で
は
な
い
。
筆
名

の
編
纂
者
の
中
に
は
も
う
～
人
、
同
族
の
レ
オ
・
ア
ッ
リ
ゴ
ー
こ
も
い
る
。

　
残
り
七
三
は
、
家
名
を
付
さ
れ
た
コ
ス
タ
ン
ツ
ォ
・
サ
ル
ヴ
ィ
オ
ー
二
、
バ
ロ
ー
ノ
・
ベ
ッ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
、
ザ
ニ
ー
ノ
・
ア
ミ
ゴ
ー
こ
の
三

儀
と
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
渓
谷
内
の
地
域
名
を
付
さ
れ
た
マ
ス
タ
リ
オ
ほ
デ
・
サ
ル
ツ
ァ
ー
ナ
、
ペ
リ
ツ
ィ
ア
・
デ
・
ペ
ゲ
ー
ラ
、
加
え
て
ア
ヴ
ェ

ラ
ー
ラ
の
二
名
か
ら
成
る
。
サ
ル
ヴ
ィ
オ
一
二
家
と
べ
ッ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
家
は
、
サ
ッ
シ
ナ
渓
谷
の
領
主
で
あ
っ
た
デ
ッ
ラ
・
ト
ッ
レ
家
を
支
持

し
た
「
グ
ェ
ル
フ
ィ
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
二
家
で
あ
り
、
そ
の
ア
ッ
リ
ゴ
ー
二
家
と
の
対
立
の
様
子
は
同
時
代
の
歴
史
書
『
ベ
ル
ガ
モ
年
代

　
　
　
　
　
　
⑳

記
』
に
も
見
え
る
。
一
方
ア
ミ
ゴ
ー
二
家
は
、
後
に
一
三
八
二
年
、
他
の
タ
レ
ッ
ジ
ョ
渓
谷
の
人
々
と
と
も
に
、
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
ロ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

地
区
を
襲
撃
す
る
に
先
立
っ
て
、
自
ら
を
「
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
」
と
す
る
公
証
文
書
を
作
成
し
て
い
る
。
＝
二
八
二
年
に
十
四
年
先
立
つ
条
令
集

作
成
時
に
「
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
」
と
い
う
呼
称
を
ア
ミ
ゴ
ー
二
家
が
実
際
に
用
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
呼
称
の
如
何
に
関

わ
ら
ず
、
渓
谷
内
二
陣
営
の
対
立
関
係
そ
の
も
の
は
決
し
て
新
し
く
な
い
。
従
っ
て
地
位
の
抜
き
ん
出
た
ヴ
ィ
タ
ー
リ
に
ア
ッ
リ
ゴ
ー
二
を
除

け
ば
、
家
名
付
き
の
編
纂
者
は
「
グ
ェ
ル
フ
ィ
」
が
二
名
、
「
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
」
が
二
名
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　
で
は
地
区
名
付
き
の
編
纂
者
は
ど
う
か
。
サ
ル
ツ
ァ
ー
ナ
は
一
種
の
境
界
地
域
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
目
を
引
く
。
タ
レ
ッ
ジ
ョ
渓
谷
は
往

古
よ
り
、
現
在
の
コ
ム
ー
ネ
（
市
町
村
に
相
当
す
る
行
政
単
位
）
の
ヴ
ェ
デ
セ
ー
タ
及
び
タ
レ
ッ
ジ
ョ
に
相
当
す
る
二
つ
の
地
域
に
大
別
さ
れ
て

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

お
り
、
ア
ッ
リ
ゴ
ー
二
家
は
ヴ
ェ
デ
セ
ー
タ
に
、
サ
ル
ヴ
ィ
オ
ー
二
家
は
タ
レ
ッ
ジ
ョ
に
集
中
し
て
い
た
。
サ
ル
ツ
ァ
ー
ナ
は
そ
の
境
界
領
域

に
相
当
す
る
（
地
図
③
）
。

　
従
っ
て
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
の
地
域
代
表
が
二
名
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
渓
谷
内
の
地
域
代
表
が
二
名
、
有
力
な
家
の
う
ち
「
グ
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エ
ル
フ
ィ
」
が
二
名
、
「
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
」
が
二
名
に
裁
判

領
主
が
一
名
と
い
う
構
成
に
な
り
、
地
域
と
地
域
、
党
派
と

党
派
の
間
の
均
衡
が
こ
こ
に
実
現
し
て
い
る
の
を
晃
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
均
衡
は
偶
然
の
産
物
で
あ
ろ
う

か
。　

前
文
は
条
令
集
作
成
の
目
的
と
背
景
に
関
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
編
纂
者
達
は
シ
ニ
ョ
ー
レ
で
あ
る
ベ
ル
ナ
ボ
”

ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
代
官
及
び
渓
谷
の
共
同
体
の
全
一
般
評

議
会
の
命
令
と
同
意
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
更
に
こ
の
評
議

会
は
、
「
先
述
の
土
地
の
共
同
体
、
人
々
及
び
個
々
人
の
良

き
平
和
な
状
態
、
可
能
な
限
り
最
良
に
し
て
効
力
の
あ
る
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
及
び
裁
判
に
よ
る
勤
勉
な
調
査
と
決

定
」
を
希
求
し
、
加
え
て
「
偽
り
や
悪
行
を
可
能
な
限
り
遠

ざ
け
、
悪
行
が
処
罰
さ
れ
ず
に
済
む
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
、
争
い
に
終
結
を
も
た
ら
し
、
い
か
な
る
係
争
か
ら

で
あ
れ
正
当
な
債
権
者
は
受
け
取
る
べ
き
も
の
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
た
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
作
成
の
理
由
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
「
ゴ
ッ
ジ
ャ
向
う
」
ブ
レ
ン
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バ
ー
ナ
渓
谷
条
令
集
と
ス
カ
ル
ヴ
ェ
渓
谷
条
令
集
の
両
者
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
点
の
差
異
が
明
ら
か
に
な
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
「
ゴ

ッ
ジ
ャ
向
う
」
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
条
令
集
は
～
般
的
な
「
代
官
区
の
条
令
集
」
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
ス
カ
ル
ヴ
ェ
渓
谷
条

令
集
に
関
し
て
は
、
全
体
的
に
見
れ
ば
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
森
林
や
鉱
脈
の
利
用
に
関
す
る
在
地
的
規
定
、
自
治
機
構
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
の
共
同
体
の
役
職
に
関
す
る
規
定
等
の
条
項
を
相
当
数
含
ん
で
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
般
的
な
性
格
を
規
定
す
る
前
文
や
、
新
し
い
ヴ

ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
役
職
で
あ
る
代
官
に
関
す
る
規
定
を
見
る
と
、
「
ゴ
ッ
ジ
ャ
向
う
」
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
条
令
集
の
そ
れ
と
全
く
同
一

　
　
　
　
⑰

な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
と
は
明
白
に
異
な
る
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
条
令
集
に
お
い
て
は
、
「
偽
り
や
悪
行
を
可
能
な
限

り
遠
ざ
け
、
悪
行
が
処
罰
さ
れ
ず
に
済
む
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
、
争
い
に
終
結
を
も
た
ら
し
、
い
か
な
る
係
争
か
ら
で
あ
れ
正
当
な

債
権
者
は
受
け
取
る
べ
き
も
の
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
が
こ
の
地
の
在
地
的
現
実
か
ら
生
ま
れ
た
目
的
の
表
現
で
あ

る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。

　
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
と
「
ゴ
ッ
ジ
ャ
向
う
」
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
、
ス
カ
ル
ヴ
ェ
渓
谷
の
差
は
、
代
官
の
誓
約
を
定
め
た
条

項
に
も
表
れ
て
い
る
。
「
ゴ
ッ
ジ
ャ
向
う
」
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
と
ス
カ
ル
ヴ
ェ
渓
谷
で
は
、
代
官
は
単
に
怒
り
ゃ
愛
着
の
感
情
を
遠
ざ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

条
令
集
の
定
め
る
所
を
遵
守
し
、
渓
谷
に
は
一
切
損
害
を
与
え
ず
、
自
ら
の
俸
給
以
外
は
一
切
要
求
し
な
い
こ
と
を
誓
う
の
み
で
あ
る
。
一
方

タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
で
は
、
土
地
の
人
々
と
「
コ
ム
ー
ネ
の
財
産
」
を
守
り
、
条
令
集
を
遵
守
し
、
「
コ
ム
ー
ネ
の
財
産
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

何
者
に
も
譲
渡
さ
せ
な
い
こ
と
、
ま
た
い
か
な
る
有
罪
判
決
も
そ
の
課
金
に
関
し
て
も
決
し
て
赦
免
し
な
い
こ
と
を
誓
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
そ
の
基
調
は
、
共
同
体
共
有
財
産
の
保
護
と
、
正
義
の
回
復
に
あ
る
と
言
え
る
。
同
様
に
在
地
的
自
治
の
尊
重
を
示
し
て
い
る
と
は
い

え
、
ス
カ
ル
ヴ
ェ
渓
谷
の
代
宮
は
あ
く
ま
で
「
代
官
区
の
条
令
集
」
が
定
め
る
如
き
一
般
的
性
格
を
保
持
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
タ
レ
ッ
ジ

ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
で
は
、
国
家
機
構
の
体
現
者
で
あ
る
代
官
の
意
義
付
け
そ
の
も
の
に
も
、
個
別
的
事
情
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
代
官
の
職
務
と
義
務
規
定
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て
は
、
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
渓
谷
、
上
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
、
ス
カ
ル
ヴ
ェ
渓
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谷
の
三
渓
谷
に
お
い
て
ほ
ぼ
共
通
で
あ
る
。
代
官
は
シ
ニ
ョ
ー
レ
に
任
命
さ
れ
る
役
人
で
は
あ
る
が
、
俸
給
は
任
地
の
共
同
体
構
成
員
に
よ
っ

　
　
　
　
　
⑩

て
支
払
わ
れ
る
。
代
官
区
を
構
成
す
る
各
共
同
体
が
俸
給
の
分
担
金
を
支
払
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
経
済
的
に
は
在
地
社
会
へ
の
依
存
度
が
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
。
ま
た
任
期
の
終
わ
り
に
は
、
共
同
体
が
任
命
す
る
監
査
委
員
の
監
査
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
要
な
任
務
は
裁
判
の
遂
行
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
⑬

が
、
裁
判
以
外
で
代
官
に
関
連
す
る
規
定
を
見
る
と
、
仲
裁
強
制
、
武
器
没
収
な
ど
の
職
務
が
あ
り
、
代
官
の
基
本
的
な
役
割
は
裁
判
に
よ
る

正
義
の
実
現
、
紛
争
解
決
及
び
犯
罪
統
制
、
平
和
と
安
全
の
保
障
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
業
務
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
在
地
共
同
体
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
犯
罪
者
の
引
渡
し
は
在
地
共
岡
体
の
コ
ン
ス
ル
や
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

成
員
（
＜
H
O
H
P
戸
）
の
義
務
で
あ
り
、
ま
た
告
発
、
法
廷
へ
の
召
喚
な
ど
の
初
期
業
務
は
土
地
の
人
間
の
義
務
で
あ
っ
た
。
召
還
に
は
セ
ル
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ト
ー
ル
（
ω
①
捌
く
H
け
○
同
）
と
呼
ば
れ
る
役
職
に
あ
る
者
が
そ
の
任
務
に
当
た
る
。
ま
た
仲
裁
に
つ
い
て
は
、
代
官
は
そ
の
実
現
が
困
難
な
時
の
最
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

的
な
強
制
を
行
う
権
能
が
あ
る
だ
け
で
、
仲
裁
そ
の
も
の
に
は
「
共
通
の
友
人
」
が
あ
た
る
。
や
は
り
基
本
的
に
は
、
在
地
の
主
導
で
行
わ
れ

る
紛
争
解
決
を
追
認
す
る
、
又
は
そ
の
最
終
的
保
障
者
と
な
る
と
い
う
役
割
に
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
正
義
の
回
復
と
平
和
と
安
全
の
保
障
と
い
う
役
割
そ
の
も
の
は
極
め
て
一
般
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
受

容
と
定
着
は
個
々
の
在
地
的
文
脈
に
添
っ
て
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
過
程
に
あ
っ
て
、
事
実
上
の
自
治
の
保
持
に
留
ま
ら
ず
、

条
令
集
の
条
項
に
お
け
る
記
載
と
い
う
規
範
的
水
準
に
お
い
て
も
、
在
地
か
ら
の
働
き
か
け
の
結
果
を
反
映
さ
せ
え
た
の
が
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア

ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
の
事
例
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
そ
れ
が
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ
ラ
ー
ラ
の
み
に
お
い
て
可
能
で
あ
り
他
渓
谷
で
は
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

現
し
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
時
局
的
条
件
も
想
定
さ
れ
得
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
個
別
的
条
件
を
全
て
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
＝
二
六
四
年
か

ら
一
三
七
二
年
ま
で
の
わ
ず
か
八
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
三
つ
の
渓
谷
条
令
集
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
構
造
を
持
つ
と
い
う
事
実
、
そ
し
て

そ
の
内
部
で
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
在
地
的
体
現
者
で
あ
る
代
宮
の
意
義
付
け
す
ら
異
な
る
と
い
う
事
実
が
示
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

時
期
の
代
官
区
制
度
、
即
ち
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
地
方
行
政
制
度
が
、
未
だ
極
め
て
流
動
的
な
性
格
を
保
持
し
て
お
り
、
そ
の
輪
郭
の
形

成
と
地
域
へ
の
定
着
の
過
程
に
在
地
社
会
的
要
索
が
参
入
す
る
余
地
を
多
分
に
残
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
即
ち
、
代
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官
及
び
代
官
区
を
申
央
に
よ
る
統
制
の
翠
嵐
と
し
て
の
み
位
置
付
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
、
国
家
が
形
を
成
そ
う
と
す
る
場

に
、
中
央
と
在
地
、
都
市
と
農
村
、
山
岳
部
の
各
勢
力
が
参
入
し
、
相
互
に
交
渉
し
な
が
ら
共
存
へ
導
い
て
行
く
過
程
の
表
現
で
あ
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
章
で
は
条
令
集
を
離
れ
、
こ
の
よ
う
な
代
官
の
現
実
的
存
在
を
在
地
社
会
の
中
に
位
置
付
け
る
作
業
を
進
め
た
い
。
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①
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史
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〇
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○
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⑨
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冒
。
置
象
じ
ご
Φ
嶺
§
。
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①
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．

⑩
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＞
8
聞
≦
。
象
ω
§
。
ら
虫
垂
貯
8
（
ミ
ラ

　
ノ
国
立
文
轡
館
γ
頃
。
巳
o
G
o
巨
多
三
一
〇
〇
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①
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⑦
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＄
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①
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．
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＜
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⇔
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．
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．
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＄
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史
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．
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⑭
ω
酔
卑
幕
p
無
。
「
象
呂
ヨ
魯
憎
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＄
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⑦
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．
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⇔
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叶
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①
H
σ
Q
9
ヨ
。
．
．
》
．
鼠
鉱
、
．
咽
ω
巴
巴
】
y
μ
①
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鉱
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⑦
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＄
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史
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。
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藷
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フ
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へ
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第
三
章
　
代
官
と
在
地
社
会
の
現
実

対
応
に
奔
走
し
て
し
た
が
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ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
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般
と
ス
カ
ル
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ェ
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谷
も
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ヴ
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渓
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乱
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圧
後
に
申
央
の
意
図
を
よ
り
強
く
反
映
す
る
「
代
官
区
の
条
令
集
」
の
諸
条
項
を

採
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
一
方
、
強
力
な
ギ
ベ
ッ
リ
ー
こ
の
領
主
を
持
つ
と
と

も
に
聖
俗
双
方
の
当
局
と
複
雑
な
関
係
を
結
ん
で
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た
タ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
ヴ
ェ

ラ
ー
ラ
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谷
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較
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由
な
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令
集
の
作
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を
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で
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で
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谷
で
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ナ
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ベ
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双
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ノ
大
司
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の
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た
。
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範
史
料
に
は
現
れ
な
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代
官
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の
具
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的
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の
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ら
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ベ
ル
ガ
モ
在
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ー
レ
の
役
人
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取
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た
書

簡
の
写
し
の
記
録
簿
で
あ
る
。
ベ
ル
ガ
モ
市
立
A
・
マ
イ
文
書
館
は
、
一
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
初
頭
に
至
る
時
期
の
こ
れ
ら
の
記
録
簿

原
版
五
柵
、
即
ち
「
ソ
ッ
ツ
ォ
ー
ネ
・
ス
ア
ル
デ
ィ
の
備
忘
録
」
「
キ
ゾ
ラ
記
録
簿
」
「
一
四
〇
〇
年
ベ
ル
ガ
モ
・
コ
ム
ー
ネ
書
簡
記
録
簿
」

＝
四
〇
七
年
ベ
ル
ガ
モ
・
コ
ム
ー
ネ
書
簡
記
録
簿
」
「
一
四
～
○
年
パ
ン
ド
ル
フ
ォ
・
マ
ラ
テ
ス
忠
士
書
簡
記
録
簿
」
を
保
存
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
五
冊
が
ま
と
め
て
二
〇
〇
三
年
に
P
・
マ
イ
ノ
ー
こ
と
A
・
サ
ー
ラ
の
編
纂
に
よ
っ
て
『
ベ
ル
ガ
モ
書
簡
記
録
簿
』
と
し
て
刊
行
さ
れ

①た
。
中
で
も
本
稿
の
関
心
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
「
キ
ゾ
ラ
記
録
簿
」
で
あ
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
キ
ゾ
ラ
は
一
三
六
八
年
か
ら
一
三
七
〇

年
に
か
け
て
ベ
ル
ガ
モ
で
「
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
リ
オ
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ニ
ョ
ー
レ
補
佐
官
の
役
に
就
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
職

務
は
税
財
政
の
監
督
で
あ
り
、
ポ
デ
ス
タ
、
カ
ピ
タ
ー
ノ
（
軍
指
揮
官
）
と
と
も
に
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
下
に
お
け
る
各
都
市
領
域
行
政

に
あ
た
る
三
要
職
の
　
つ
を
な
し
て
い
た
。
暴
富
へ
の
指
令
を
伝
え
、
ま
た
彼
ら
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
の
は
こ
の
シ
ニ
ョ
ー
レ
補
佐
官
で
あ
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り
、
全
五
冊
中
代
官
を
直
接
の
名
宛
人
と
し
た
書
簡
を
含
む
の
は
「
キ
ゾ
ラ
記
録
簿
」
の
み
で
あ
る
。
一
方
二
冊
の
コ
ム
ー
ネ
書
簡
記
録
簿
は

ほ
と
ん
ど
の
書
簡
の
差
出
人
を
ミ
ラ
ノ
公
側
と
し
、
パ
ン
ド
ル
フ
ォ
・
マ
ラ
テ
ス
タ
の
そ
れ
は
当
該
時
期
の
ベ
ル
ガ
モ
に
短
命
な
シ
ニ
ョ
リ
ー

ア
支
配
を
確
立
し
た
マ
ラ
テ
ス
山
側
を
差
出
入
と
す
る
。
名
宛
人
は
多
様
で
あ
り
、
特
権
の
承
認
や
嘆
願
へ
の
返
書
な
ど
か
ら
成
る
。
本
稿
で

こ
れ
ら
の
史
料
を
使
用
す
る
目
的
は
在
地
社
会
の
実
情
の
検
討
に
あ
る
た
め
、
五
冊
の
記
録
簿
の
う
ち
関
連
す
る
名
宛
人
と
差
出
人
を
持
つ
書

簡
の
内
容
を
吟
味
す
る
と
い
う
方
法
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
書
簡
に
一
通
り
目
を
通
し
て
得
ら
れ
る
最
初
の
印
象
は
、
地
域
社
会
に
対
す
る
代
官
の
立
場
の
非
常
な
弱
さ
で
あ
る
。
キ
ゾ
ラ
側

か
ら
は
各
地
の
代
官
に
対
し
て
税
の
滞
納
に
関
す
る
督
促
が
頻
繁
に
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
代
官
の
返
信
を
見
る
と
、
彼
ら
の

要
求
が
在
地
共
同
体
の
前
に
し
ば
し
ば
無
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
＝
二
六
八
年
、
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
渓
谷
代
官
は
次
の
よ
う
な
返

信
を
キ
ゾ
ラ
に
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
ご
書
簡
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
渓
谷
及
び
パ
ラ
ッ
ツ
ァ
ゴ
の
人
々
と
評
議
会
、
及
び
そ
の
公
式
の
集
会
で
拝
見
い
た
し
、
そ

　
　
の
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
…
…
す
る
と
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
人
々
は
、
一
致
し
て
、
自
分
達
に
課
さ
れ
た
分
担
金
を
払
う
積
も
り
も
な
け
れ
ば
、
そ
の

　
　
負
債
を
負
わ
さ
れ
る
積
も
り
も
な
い
、
と
申
し
ま
し
た
。
同
様
に
、
毎
月
一
般
関
税
（
8
｝
o
ヨ
臨
α
Q
魯
2
幾
ω
）
が
彼
ら
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
時
に
は
、

　
　
シ
ニ
ョ
ー
レ
の
特
別
な
書
簡
な
し
に
は
払
う
つ
も
り
は
な
い
、
と
も
申
し
ま
し
た
。
又
、
当
地
に
代
名
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
全
額
を
支
払
っ
て
来
た
の

　
　
だ
か
ら
、
代
宮
が
当
地
に
在
住
し
て
職
務
を
遂
行
し
な
い
限
り
は
払
う
義
務
は
な
い
の
だ
、
と
も
申
し
ま
し
た
。
…
…
（
彼
ら
は
、
こ
の
）
特
別
な
ご
書

　
　
簡
を
拝
見
し
て
も
、
殿
の
ご
命
令
に
金
て
に
お
い
て
従
う
意
志
は
穿
く
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
の
秩
序
回
復
が
出
来
る
よ
う
で
し
た
ら
、
貴
殿
に
支
払
わ
れ

　
　
る
べ
き
額
が
支
払
わ
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
私
の
管
轄
下
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
統
制
を
致
し
か
ね
ま

　
　
　
②

　
　
す
。
」

　
代
官
ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ョ
・
マ
リ
ー
ア
は
共
同
体
の
集
会
の
場
で
キ
ゾ
ラ
の
書
簡
を
示
し
て
納
税
の
督
促
を
し
た
が
、

聞
き
入
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

共
同
体
側
は
頑
と
し
て
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代
官
は
、
こ
の
よ
う
な
脆
弱
な
実
力
で
在
地
社
会
と
の
複
雑
な
関
係
に
立
ち
向
か
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、

で
は
国
家
と
在
地
社
会
の
双
方
が
、
そ
の
よ
う
な
弱
体
な
存
在
で
あ
る
代
官
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問

題
を
投
げ
か
け
る
。
キ
ゾ
ラ
書
簡
に
見
え
る
シ
ニ
ョ
ー
レ
補
佐
官
か
ら
代
官
へ
の
指
示
に
は
、
条
例
集
の
規
定
を
は
み
出
す
内
容
の
職
務
が
実

際
に
は
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
キ
ゾ
ラ
の
任
期
は
グ
ェ
ル
フ
ィ
反
乱
の
渦
中
に
当
た
る
た
め
、
そ
れ
が
例
外
的
事
態
で
あ
っ
た
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
グ
ェ
ル
フ
ィ
・
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
抗
争
そ
の
も
の
は
、
規
模
の
差
こ
そ
あ
れ
全
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
支
配
期
間
に
渡
っ

て
絶
え
間
な
く
継
続
し
て
い
る
。
ベ
ル
ナ
ボ
”
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
に
よ
る
渓
谷
部
へ
の
穀
物
輸
送
停
止
処
置
を
経
て
、
各
渓
谷
が
降
伏
し
、
一

三
六
九
年
三
月
に
は
一
旦
ベ
ル
ガ
モ
渓
谷
部
で
の
平
和
が
実
現
す
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
シ
ニ
ョ
ー
レ
側
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
や
が
て

各
地
域
で
の
紛
争
が
再
発
し
、
継
続
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
紛
争
状
態
は
一
四
世
紀
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
イ
国
家
の
基
調
で
あ
り
、

全
て
を
例
外
と
見
な
す
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
キ
ゾ
ラ
書
簡
中
に
は
、
比
較
的
頻
繁
に
反
乱
者
の
財
産
処
分
に
際
し
て
の
競
り
に
関
す
る
指
示
が
見
ら
れ
る
。
以
下
は
、
一
三
六
九
年
三
月

一
二
日
、
キ
ゾ
ラ
が
ト
レ
ス
コ
ー
レ
の
代
官
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。

　
　
　
　
門
親
愛
な
る
友
へ
。
…
…
貴
殿
に
委
ね
ら
れ
た
裁
判
領
域
に
あ
る
、
我
ら
が
偉
大
な
る
シ
ニ
ョ
ー
レ
へ
の
反
乱
者
の
不
動
産
は
全
て
、
各
々
を
別
個
に
、

　
　
同
時
に
別
々
の
も
の
と
し
て
、
我
ら
が
偉
大
な
る
シ
ニ
ョ
ー
レ
の
よ
き
状
態
が
さ
ら
に
よ
く
な
る
よ
う
に
し
て
、
賃
貸
す
る
た
め
の
競
り
に
付
す
よ
う
に
、

　
　
直
ち
に
命
令
す
る
よ
う
貴
殿
に
書
き
送
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
財
産
や
そ
の
一
部
を
［
競
り
に
付
す
］
決
定
を
す
る
前
と
、
そ
れ
を
数
日
に
わ
た
っ
て
、

　
　
ま
た
数
回
競
り
に
付
し
た
後
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
貴
殿
が
な
す
こ
と
の
㎝
々
を
私
に
書
き
送
っ
て
ほ
し
い
。
…
…
と
い
う
の
は
、
我
ら
が
偉
大
な
る
シ
ニ

　
　
　
ョ
ー
レ
は
、
彼
へ
の
反
乱
者
の
財
産
が
、
そ
の
値
に
つ
い
て
定
め
た
と
こ
ろ
の
国
庫
へ
の
年
額
負
担
金
が
滞
納
な
く
納
付
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と
も
高

　
　
額
を
提
供
す
る
者
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
年
負
担
を
先
述
の
国
庫
に
上
の
よ
う
に
納
め
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
先
述
の
不
動
産
が
所
在
す
る

　
　
土
地
ま
た
は
領
域
の
共
同
体
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
G
（
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ガ
モ
三
月
＝
…
日
」
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こ
れ
を
見
る
と
、
シ
ニ
ョ
ー
レ
の
側
が
反
乱
後
の
国
庫
収
入
を
維
持
す
る
こ
と
に
多
大
な
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
反
乱
者
の
没
収
財
産
は
、
高
額
提
供
者
が
い
な
け
れ
ば
現
地
住
民
、
と
り
わ
け
共
同
体
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
形
で
、
「
シ
ニ
ョ
ー
レ
の
よ
き
状
態
が
さ
ら
に
よ
く
な
る
よ
う
に
」
財
政
収
入
確
保
を
行
う
こ
と
が
代
官
に
は
期
待
さ
れ
て
い
た
と
雷

え
よ
う
。

　
で
は
地
域
住
民
達
は
、
こ
の
よ
う
な
代
官
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
だ
の
か
。
ト
レ
ス
コ
ー
レ
の
競
り
は
そ
の
後
若
干
の
困
難
に

遭
遇
す
る
。
十
日
後
、
キ
ゾ
ラ
は
ベ
ル
ガ
モ
の
ポ
デ
ス
タ
と
連
名
で
次
の
よ
う
な
書
簡
を
再
度
送
付
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
…
…
先
だ
っ
て
は
貴
殿
に
、
貴
殿
の
裁
判
領
域
内
に
あ
る
シ
ニ
ョ
ー
レ
へ
の
反
乱
者
の
財
産
を
賃
貸
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
貴
殿
が
な
す
こ
と
を
逐
～

　
　
こ
ち
ら
に
書
い
て
よ
こ
す
よ
う
書
き
送
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
何
一
つ
こ
ち
ら
の
耳
に
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
ブ
ル
サ
ポ
ル
コ
の
土
地
と
領
域
に
あ
る

　
　
反
乱
者
の
財
産
の
賃
貸
に
関
し
て
、
お
そ
ら
く
は
貴
殿
に
委
ね
ら
れ
た
裁
判
領
域
に
属
さ
な
い
と
顧
み
て
、
そ
れ
を
賃
貸
す
る
た
め
に
貴
殿
が
な
ん
ら
新

　
　
し
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
…
…
先
述
の
財
産
の
貸
し
出
し
お
よ
び
ブ
ル
サ
ポ
ル
コ
の
土
地
と
領
域
に
あ
る
財
産
を
貸
し
出
す
こ
と
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
貴
殿
に
委
ね
ら
れ
た
裁
判
領
域
に
は
属
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
貴
殿
と
同
様
に
そ
の
ご
く
わ
ず
か
な
蹉
離
の
ゆ
え
に
、
ベ
ル
ガ
モ
の
領
域
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
官
の
中
で
う
ま
く
任
せ
ら
れ
る
者
が
誰
も
い
な
か
っ
た
た
め
、
貴
殿
が
入
念
に
か
つ
勤
勉
に
督
促
さ
れ
た
し
。
…
…
」

　
こ
こ
に
は
管
轄
領
域
を
め
ぐ
る
制
度
上
の
問
題
も
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
な
れ
ば
競
り
が
順
調
に
運
ん
だ
か
ど
う
か
は
、
次
に
引
用
す
る

書
簡
を
見
る
と
疑
わ
し
い
。
同
じ
一
三
六
九
年
四
月
二
八
日
、
キ
ゾ
ラ
は
ロ
マ
ー
ノ
の
ポ
デ
ス
タ
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
　
　
「
…
…
他
所
で
貴
殿
に
繰
り
返
し
書
い
た
よ
う
に
、
シ
ニ
ョ
ー
レ
の
御
意
思
は
、
［
レ
ク
ペ
ラ
ー
ト
・
リ
ヴ
ォ
ラ
の
］
財
産
が
そ
の
所
在
す
る
土
地
と

　
　
領
域
の
共
同
体
と
人
々
に
貸
し
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
ロ
マ
…
ノ
と
コ
ル
テ
ノ
ー
ヴ
ァ
の
土
地
と
領
域
の
内
部
に
あ
る
、
故
レ

　
　
ク
ペ
ラ
ー
ト
・
リ
ヴ
ォ
ラ
殿
の
財
産
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
再
三
貴
殿
に
書
き
送
る
。

　
　
直
ち
に
、
先
述
の
［
ロ
マ
ー
ノ
と
コ
ル
テ
ノ
ー
ヴ
ァ
の
］
人
々
を
、
先
述
の
財
産
を
適
宜
な
、
し
か
し
そ
の
賃
貸
料
に
値
す
る
価
格
で
引
き
受
け
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
に
強
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
扁
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こ
れ
を
見
れ
ば
、
ロ
マ
ー
ノ
で
競
り
が
進
行
し
て
い
る
様
子
は
微
塵
も
な
く
、
つ
い
に
は
強
制
処
置
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

分
か
る
。
同
様
の
反
乱
者
財
産
の
処
分
の
未
進
行
は
、
同
年
五
月
＝
二
日
、
ア
ル
メ
ン
ノ
の
代
官
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

比
較
的
頻
繁
に
生
じ
え
た
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
マ
ー
ノ
の
不
動
産
は
、
グ
ェ
ル
フ
ィ
の
代
表
的
指
導
者
・
リ
ヴ
ォ
ラ
家
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
現
地
の
人
々
が
グ
ェ
ル
フ
ィ
に
よ
る
報
復
を
恐
れ
た
り
、
そ
の
党
派
的
影
響
力
を
受
け
た
り
し
た
結
果
、
競
り
の
サ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
代
官
の
任
務
の
成
否
を
左
右
す
る
の
は
彼
ら
な
の
で
あ
る
。

　
コ
ム
ー
ネ
の
書
簡
記
録
簿
の
申
に
は
、
代
官
が
党
派
抗
争
の
渦
中
で
人
身
と
財
産
へ
の
物
理
的
な
攻
撃
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
示
す
事
例
も
あ
る
。
一
四
〇
〇
年
、
馬
下
セ
リ
ア
ー
ナ
渓
谷
代
宮
ペ
ト
ロ
目
フ
ラ
ン
チ
ス
キ
は
、
自
ら
が
任
地
の
グ
ェ
ル
フ
ィ
か
ら
受

け
た
攻
撃
と
被
害
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
簡
を
し
た
た
め
、
補
償
を
要
求
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
…
…
同
ペ
ト
ロ
が
、
貴
方
方
の
た
め
に
、
先
だ
っ
て
の
べ
ル
ガ
モ
の
戦
争
の
時
に
上
述
の
渓
谷
の
貴
方
方
の
代
官
と
し
て
居
住
し
て
お
り
ま
し
た
、

　
　
ア
ル
ビ
！
ノ
の
地
が
、
同
地
の
敵
に
よ
っ
て
い
か
に
過
酷
な
侵
略
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
は
十
分
な
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
敵
達
は
同

　
　
地
の
人
々
を
大
量
に
殺
し
た
上
に
、
同
ペ
ト
ロ
の
家
来
二
名
を
も
殺
害
し
、
ア
ル
ビ
ー
ノ
の
家
々
と
、
同
ペ
ト
ロ
が
そ
こ
に
撤
退
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
ヴ

　
　
ィ
ア
ー
ナ
の
塔
を
略
奪
・
放
火
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
ペ
ト
ロ
の
金
財
産
を
奪
い
、
更
に
、
貴
方
方
の
名
誉
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
本
宮
職
と
し
て

　
　
用
い
る
た
め
に
認
め
ら
れ
与
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
財
産
及
び
物
品
を
も
同
様
に
（
略
奪
し
ま
し
た
）
。
当
時
貴
方
方
の
代
官
で
あ
り
、
貴
方
方
へ
の

　
　
奉
仕
の
た
め
に
べ
ル
ガ
モ
に
お
り
ま
し
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
こ
睦
デ
陛
ラ
ッ
ポ
ラ
ー
ノ
殿
か
ら
も
、
上
述
の
ペ
ト
ロ
に
対
し
て
な
さ
れ
た
略
奪
品
が
、
す
べ
て

　
　
購
入
さ
れ
ペ
ト
ロ
に
返
却
さ
れ
る
べ
く
命
令
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
求
め
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
殿
は
、
貴
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
方
の
追
放
者
達
の
占
領
軍
の
た
め
に
、
上
述
の
こ
と
が
ら
の
実
行
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
…
…
」

　
「
同
地
の
敵
し
と
は
、
他
地
域
の
人
々
と
も
同
盟
し
た
下
セ
リ
ア
ー
ナ
渓
谷
の
グ
ェ
ル
フ
ィ
の
こ
と
で
あ
る
。
～
四
〇
〇
年
に
下
国
リ
ア
ー

ナ
渓
谷
の
諸
共
同
体
に
対
し
て
ミ
ラ
ノ
公
側
か
ら
下
さ
れ
た
書
簡
を
見
る
と
、
こ
の
グ
ェ
ル
フ
ィ
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
歩
か

ら
の
嘆
願
を
受
け
て
税
の
軽
減
措
置
が
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
以
下
の
よ
う
な
嘆
願
書
の
写
し
が
同
封
さ
れ
て
い
る
。
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「
栄
え
あ
る
君
主
に
し
て
卓
越
し
た
公
で
あ
る
シ
ニ
ョ
ー
レ
、
我
々
の
シ
ニ
ョ
ー
レ
へ
…
…
当
時
、
下
記
の
貴
殿
の
渓
谷
に
は
一
五
〇
〇
人
以
上
、
ギ

ベ
ッ
リ
ー
二
の
患
実
な
人
々
が
住
ん
で
お
り
、
課
さ
れ
た
負
担
を
支
払
い
、
支
え
て
お
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
述
の
山
岳
地
の
貴
殿
の
敵
溢
者
達
に
対

す
る
結
審
と
な
り
、
貴
殿
の
馨
p
ε
ω
と
名
誉
の
防
衛
者
と
も
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
二
年
ほ
ど
前
か
ら
、
先
述
の
…
…
嘆
願
を
行
う
、
ベ
ル
ガ

モ
の
み
な
ら
ず
ブ
レ
ッ
シ
ャ
、
ク
レ
マ
、
ロ
ー
デ
ィ
、
ク
レ
モ
ナ
の
貴
殿
の
9
。
＄
け
蕊
へ
の
敵
義
者
で
あ
る
グ
ェ
ル
フ
ィ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
戦
争
や
殺

害
や
略
奪
や
放
火
や
人
口
流
出
の
た
め
に
、
先
述
の
…
…
こ
こ
で
嘆
願
を
申
し
上
げ
る
者
達
は
七
〇
〇
人
を
超
え
ず
、
そ
の
財
産
の
三
分
の
二
を
失
っ
て

し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
常
の
よ
う
に
負
抵
を
受
け
入
れ
支
払
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…

　
貴
殿
の
忠
実
な
る
僕
で
あ
る
、
ベ
ル
ガ
モ
管
区
下
県
リ
ア
t
ナ
渓
谷
の
ギ
ベ
リ
ー
こ
の
党
派
の
ガ
ン
デ
イ
ー
ノ
、
上
ネ
ン
プ
ロ
、
ガ
ッ
ツ
ァ
ニ
ー
ガ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

カ
ッ
ツ
ァ
ニ
コ
、
レ
ッ
フ
ェ
、
バ
ル
ツ
ィ
ッ
ツ
ァ
、
ア
ル
ビ
ー
ノ
の
共
同
体
と
人
々
の
セ
ル
ヴ
ィ
ト
ー
ル
達
」

　
グ
ェ
ル
フ
ィ
達
は
、
ベ
ル
ガ
モ
の
み
な
ら
ず
ブ
レ
ッ
シ
ャ
、
ク
レ
マ
、
ロ
ー
デ
ィ
、
ク
レ
モ
ナ
の
反
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
勢
力
と
同
盟
し
、
大

規
模
な
戦
力
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
同
盟
に
基
づ
く
戦
力
を
頼
み
に
、
管
区
内
の
住
民
は
十
分
な
実
力
行
使
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
在
地
的
勢
力
関
係
の
渦
中
に
あ
る
王
宮
の
前
に
は
、
し
ば
し
ば
多
大
な
困
難
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
上
述
の
ペ
ト
ロ

は
、
そ
の
後
ベ
ル
ガ
モ
市
の
法
廷
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
る
。
し
か
し
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
シ
ニ
ョ
ー
レ
に
書
簡
を
し
た
た
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ベ
ル
ガ
モ
帯
の
条
令
に
基
づ
い
て
裁
判
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
ペ
ト
ロ
の
よ
う
に
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
を
弁
護
士
と
す
る
訴

人
に
対
し
て
は
必
ず
グ
ェ
ル
フ
ィ
の
裁
判
官
を
用
い
る
規
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
自
ら
に
不
利
な
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
か

　
　
　
⑨

ら
で
あ
る
。

　
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
弱
体
な
代
官
が
存
在
し
続
け
、
受
け
入
れ
ら
れ
続
け
て
い
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
先
に
挙
げ

た
一
三
六
八
年
の
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
渓
谷
代
官
の
書
簡
を
想
起
し
た
い
。
注
目
に
値
す
る
の
は
渓
谷
住
民
の
議
論
の
構
成
で
あ
る
。
彼
ら

は
「
代
官
が
設
置
さ
れ
て
以
来
全
額
を
払
っ
て
き
た
」
の
で
あ
る
か
ら
、
「
代
宮
が
当
地
に
在
住
し
て
職
務
を
遂
行
し
な
い
限
り
は
払
う
義
務

は
な
い
」
の
だ
と
言
う
。
書
簡
は
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
渓
谷
内
の
ポ
ン
テ
ィ
ー
ダ
で
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
代
官
が
完
全
に
渓
谷
を
放
棄
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し
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
督
促
が
行
わ
れ
た
時
点
で
は
長
期
的
な
不
在
が
日
常
化
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
代
官
は
職

務
を
遂
行
し
て
い
な
い
。
な
ら
ば
何
故
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
こ
れ
が
渓
谷
住
民
の
論
理
で
あ
る
。

　
農
村
部
に
お
け
る
領
主
領
民
間
の
契
約
的
関
係
観
念
に
基
づ
く
領
民
側
の
権
利
主
張
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
に
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
イ

タ
リ
ア
の
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
支
配
下
に
お
い
て
も
、
そ
の
事
例
が
近
年
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
領
主
は
戦
時
に
お
け
る
暴
力
か

ら
の
保
護
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
位
権
力
に
よ
る
加
重
な
課
税
や
不
正
か
ら
領
民
を
守
り
、
正
し
く
迅
速
な
裁
判
を
行
う
な
ど
の
「
保
護
と

庇
護
」
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
領
主
た
り
う
る
の
だ
と
い
う
周
知
の
○
・
ブ
ル
ソ
ナ
ー
の
領
主
領
民
関
係
類
型
は
、
都
市
・
君

主
・
封
建
領
主
な
ど
の
絶
え
問
な
い
競
合
の
中
で
支
配
権
力
が
被
支
配
者
に
対
す
る
正
当
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
地
域
国
家
下
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
お
い
て
豊
か
な
事
例
に
遭
遇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
認
識
が
、
一
般
の
領
主
領
民
関
係
を
超
え
て
、
国
家
－
住
民
関
係
に
援
用
さ
れ

た
可
能
性
を
こ
こ
で
推
測
す
る
こ
と
は
、
推
論
の
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
渓
谷
住
民
の
議
論
は
、

彼
等
が
国
家
役
人
と
住
民
の
関
係
を
双
務
的
な
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
明
自
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
但
し
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ョ
・
マ
リ
ー
ア
の
職
務
怠
慢
が
彼
の
過
失
の
み
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
彼
の
任
地
不
在
の
理
由
は
一
切
不
明
で
あ
る
が
、
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
渓
谷
が
グ
ェ
ル
フ
ィ
住
民
の
割
合
の
高
い
地
域

で
あ
り
、
ベ
ル
ナ
ボ
の
グ
ェ
ル
フ
ィ
抑
圧
に
端
を
発
す
る
党
派
抗
争
の
激
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
ベ
ル
ナ
ボ
の
役
人
で
あ
る
代

富
が
グ
ェ
ル
フ
ィ
に
よ
る
攻
撃
の
対
象
で
あ
り
得
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
に
セ
リ
ア
ー
ナ
渓
谷
の
ア
ル
ビ
ー
ノ
の
代
官
の
館
の

焼
き
討
ち
事
件
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
代
官
へ
の
業
繋
と
諸
税
や
俸
給
の
不
払
い
闘
争
が
～
体
化
し
て
、
同
一
の
運
動
の
二
極
面
を
表
し
て
い

る
可
能
性
も
推
測
さ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
家
の
体
現
者
で
あ
る
代
官
は
、
君
主
の
政
策
如
何
に
よ
っ
て
「
保
護
と
庇
護
」
の
担
い
手
か

ら
敵
へ
と
容
易
に
転
化
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
事
を
総
合
し
て
考
え
れ
ば
、
代
富
や
ポ
デ
ス
タ
が
自
ら
の
管
区
を
対
象
と
し
て
任
務
に
向
か
う
場
に
は
、
国
家
と

地
域
の
関
係
を
形
成
す
る
上
で
相
当
に
広
範
な
交
渉
の
余
地
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
、
党
派
や
対
立
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し
あ
う
小
地
域
共
同
体
な
ど
が
参
入
す
る
中
で
、
「
保
護
と
庇
護
」
を
始
め
と
す
る
様
々
な
正
当
化
と
自
己
主
張
の
論
理
が
練
り
上
げ
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
引
用
す
る
書
簡
は
、
一
三
六
九
年
四
月
一
七
日
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
代
官
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
の
共
同
体
と
人
々
は
、
け
既
＄
に
関
し
て
は
ベ
ル
ガ
モ
に
一
切
金
銭
を
送
ら
な
い
覚
悟
が
あ
り
、
ま
た
お
互
い
の
間
で
そ
う
命

　
　
じ
あ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
ら
ア
ラ
リ
オ
ロ
・
ボ
ル
ド
ノ
が
彼
ら
に
あ
る
特
定
の
場
所
で
穀
物
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
場
所
は
、
そ
の
穀
物

　
　
の
う
ち
一
セ
ス
タ
リ
オ
を
求
め
に
行
く
の
に
、
行
っ
て
帰
っ
て
宿
泊
す
る
の
に
二
倍
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
到
底
近
寄
る
こ
と
が
で
き
な

　
　
　
い
た
め
、
［
自
分
た
ち
の
］
生
存
の
た
め
の
穀
物
が
な
い
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
を
知
り
及
ん
だ
。
同
様
に
、
［
ベ
ル
ガ
モ
］
市
民
と
同
様
に
負
担
を
負
い

　
　
税
を
納
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
た
ち
も
ベ
ル
ガ
モ
市
民
と
同
様
に
穀
物
を
得
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
雷
っ
て
い
る
。
た
だ
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
先
述
の
こ
と
に
つ
い
て
貴
殿
が
良
か
れ
と
思
う
よ
う
に
取
り
計
ら
い
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
こ
ち
ら
は
侮
を
な
す
べ
き
か
を
書
い
て
よ
こ
す
よ
う
に
。
」

　
ブ
レ
ン
バ
ー
ナ
渓
谷
住
民
は
、
や
は
り
こ
こ
で
も
国
家
に
対
す
る
義
務
の
履
行
を
正
当
化
の
根
拠
と
し
て
、
自
ら
の
権
利
主
張
を
展
開
し
て

い
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
ア
ル
ビ
ー
ノ
焼
き
討
ち
の
事
例
で
は
、
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
住
民
は
自
ら
を
「
ギ
ベ
ッ
リ
ー
こ
の
忠
実
な
人
々
」
「
貴

殿
の
敵
対
者
達
に
対
す
る
障
害
」
「
貴
殿
の
簿
簿
器
と
名
誉
の
防
衛
者
」
と
呼
び
、
反
対
に
グ
ェ
ル
フ
ィ
を
は
「
貴
殿
の
圏
家
へ
の
敵
対
者
」

と
規
定
し
て
い
た
。
即
ち
、
彼
ら
は
こ
の
抗
争
を
単
な
る
在
地
的
抗
争
で
は
な
く
、
国
家
へ
の
攻
撃
と
そ
の
防
衛
と
位
置
づ
け
、
正
当
化
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
在
地
の
グ
ェ
ル
フ
ィ
と
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
が
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
と
の
関
係
に
見
出
し
た
意
義
の
一
端
が
垣
間
見
え

る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
国
家
と
の
関
係
の
論
理
の
中
で
自
ら
を
正
当
化
し
て
優
遇
措
置
を
獲
得
し
、
又
抗
争
を
有
利
に
展
開
す
る
と
い
う
一
面

で
あ
る
。

　
次
に
挙
げ
る
、
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
代
官
ス
テ
フ
ァ
ノ
・
デ
・
プ
テ
オ
か
ら
キ
ゾ
ラ
へ
宛
て
ら
れ
た
報
告
の
書
簡
は
、
グ
ェ
ル
フ
ィ
地
域
住
民

の
国
家
へ
の
強
力
な
抵
抗
の
証
左
と
し
て
ベ
ル
ガ
モ
郷
土
史
学
に
お
い
て
は
比
較
的
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
上
に

述
べ
て
き
た
よ
う
な
国
家
と
在
地
社
会
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
再
読
し
て
み
た
い
。
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「
親
愛
な
る
殿
へ
。
ト
…
パ
翻
デ
・
ロ
カ
テ
ッ
ロ
が
本
日
私
に
、
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
者
達
は
非
協
力
的
で
、
い
つ
で
も
不
服
従
に
及
ぶ
用
意
が
あ
る

　
　
の
で
、
私
達
の
偉
大
な
る
殿
が
ト
ー
パ
と
メ
ル
ロ
“
デ
・
ロ
ー
タ
を
派
遣
し
て
、
ミ
ラ
ノ
の
偉
大
な
る
殿
の
下
へ
行
か
せ
る
こ
と
が
善
策
で
あ
る
よ
う
に

　
　
自
分
に
は
思
わ
れ
る
、
と
申
し
ま
し
た
。
そ
し
て
も
し
メ
ル
ロ
が
行
き
た
が
ら
な
い
場
合
に
は
、
同
メ
ル
ロ
と
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
骨
質
は
あ
り
と
あ
ら

　
　
ゆ
る
悪
行
に
取
り
掛
か
る
の
だ
と
思
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
ト
ー
パ
は
申
し
ま
す
。
も
し
メ
ル
ロ
が
先
述
の
命
令
を
受
け
て
ミ
ラ
ノ
へ
参
っ
た
場
合
に
は
、

　
　
そ
の
時
に
は
先
述
の
偉
大
な
る
殿
の
口
か
ら
、
メ
ル
ロ
に
、
い
か
な
る
目
的
の
た
め
に
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
者
達
は
カ
ル
ミ
ナ
ー
テ
ィ
と
結
び
つ
い
た
の

　
　
か
、
そ
し
て
何
故
、
毎
月
払
う
べ
き
も
の
を
払
わ
な
い
の
か
、
と
お
尋
ね
い
た
だ
き
た
い
、
と
。
も
し
同
人
が
支
払
わ
ず
、
そ
の
他
の
も
の
も
支
払
お
う

　
　
と
し
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
先
述
の
メ
ル
ロ
と
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
垂
下
の
意
図
を
お
知
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
更
に
、
と
、

　
　
先
述
の
ト
ー
パ
は
申
し
ま
す
。
も
し
メ
ル
ロ
が
ミ
ラ
ノ
へ
赴
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
先
述
の
卓
越
せ
る
殿
に
彼
と
彼
の
事
柄
に
関
し
て
ご
安
心
戴
け
る
よ
う

　
　
に
、
（
メ
ル
ロ
が
）
戻
ら
な
い
こ
と
が
最
良
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
先
述
の
メ
ル
ロ
の
約
束
に
は
｝
つ
と
て
信
を
置
か
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
ま

　
　
た
、
メ
ル
ロ
も
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
者
達
も
毎
月
支
払
わ
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
、
ト
ー
パ
が
自
ら
払
う
つ
も
り
だ
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
そ
れ
が
出
来

　
　
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
負
債
の
支
払
い
に
充
当
さ
れ
る
べ
く
当
方
か
ら
送
金
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
な
ど
と
は
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
。
最
後

　
　
に
貴
殿
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
メ
ル
ロ
の
親
族
（
蝉
σ
q
鍵
齢
一
。
。
）
の
者
三
冬
が
現
在
、
ベ
ル
ガ
モ
、
コ
モ
、
レ
ッ
コ
、
じ
d
鳳
悪
ご
ヨ
へ
通
じ
る
道
に
接
近

　
　
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
で
二
人
の
ド
イ
ツ
人
商
人
か
ら
一
八
フ
ロ
ー
リ
ン
を
貨
幣
で
、
そ
の
他
価
値
五
フ
ロ
ー
リ
ン
に
上
る
と
こ
ろ
の
全
て
の
物

　
　
を
奪
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
ま
さ
し
く
私
が
居
住
し
て
お
り
ま
す
ポ
ン
テ
ィ
ー
ダ
か
ら
一
マ
イ
ル
の
と
こ
ろ
で
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
メ
ル
ロ
に

　
　
は
、
私
の
と
こ
ろ
へ
出
頭
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
（
と
こ
ろ
が
）
使
節
に
は
、
行
け
る
時
に
行
く
、
だ
が
目
下
は
無
理
だ
と
応
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼

　
　
の
意
図
と
、
彼
の
親
族
（
鋤
α
q
舜
江
）
が
街
路
を
駆
け
回
っ
て
略
奪
を
働
き
、
善
き
平
和
な
状
態
を
乱
す
理
由
を
我
々
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
彼

　
　
に
命
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
三
月
二
二
日
　
ポ
ン
テ
ィ
ー
ダ
　
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
代
官
ス
テ
フ
ァ
ノ
聾
デ
闘
プ
テ
オ
」

第
一
に
、
強
盗
略
奪
を
働
く
メ
ル
ロ
目
デ
”
ロ
ー
タ
に
対
し
て
、
代
官
ス
テ
フ
ァ
ノ
が
全
く
な
す
術
も
な
い
こ
と
が
こ
こ
で
も
確
認
さ
れ
る
。

メ
ル
ロ
の
略
奪
行
は
親
族
の
者
と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
タ
は
オ
ル
モ
と
と
も
に
名
を
馳
せ
た
グ
ェ
ル
フ
ィ
の
有
力
首
領
で
あ
り
、
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イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
北
部
に
強
固
な
基
盤
を
持
っ
て
い
た
。

　
加
え
て
、
こ
こ
で
は
ス
テ
フ
ァ
ノ
に
対
す
る
ト
ー
パ
・
デ
・
ロ
カ
テ
ッ
ロ
の
働
き
か
け
も
注
目
さ
れ
る
。
メ
ル
ロ
と
イ
マ
ー
ニ
ャ
の
人
々
は
、

負
担
の
分
担
額
を
支
払
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
穴
埋
め
を
ト
ー
パ
が
行
お
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
果
た
せ
ず
、
ト
ー
パ
は
、
自
ら
と
対
立
関
係

に
あ
る
メ
ル
ロ
と
そ
の
配
下
の
「
イ
マ
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
者
達
」
を
「
い
つ
で
も
不
服
従
に
及
ぶ
用
意
が
あ
る
」
と
訴
え
、
権
力
の
手
に
引
き
渡

そ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
代
官
は
ロ
ー
タ
と
ロ
カ
テ
ッ
ロ
の
在
地
的
抗
争
の
渦
中
で
の
～
つ
の
手
段
と
し
て
在
地
社
会
の
秩
序
の
内
部
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
結
束
し
た
在
地
社
会
に
対
し
て
、
代
官
は
い
か
に
も
無
力
で
あ
っ
た
が
、
分
裂
し
た
そ
れ
に
対
し
て
は
、
在
地
的
権

力
抗
争
や
対
立
、
紛
争
を
遂
行
す
る
上
で
の
一
つ
の
正
当
化
手
段
、
有
利
な
回
路
の
一
つ
と
し
て
、
新
た
な
意
義
を
獲
得
し
、
そ
の
存
在
を
根

付
か
せ
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
上
の
書
簡
で
ス
テ
フ
ァ
ノ
は
「
負
債
の
支
払
い
に
充
当
さ
れ
る
べ
く
当
方
か
ら
送
金
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
な
ど
と
は
ど
う
ぞ
ご
期

待
下
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
。
」
と
念
を
押
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
代
宮
に
よ
る
負
債
の
代
納
が
有
り
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、

一
三
九
七
年
に
は
、
下
セ
リ
ア
ー
ナ
渓
谷
の
代
官
マ
ン
ゾ
ー
ノ
”
デ
・
マ
ン
デ
ッ
ロ
が
、
渓
谷
共
同
体
構
成
員
と
と
も
に
、
「
自
ら
と
渓
谷
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

同
体
の
名
に
お
い
て
」
課
税
を
受
け
る
主
体
と
な
っ
て
い
る
事
例
ま
で
見
ら
れ
る
。

　
転
身
と
財
産
に
加
え
ら
れ
る
暴
力
に
対
す
る
暴
力
に
よ
る
保
護
に
加
え
、
代
納
や
保
証
に
よ
る
財
政
的
保
護
は
契
約
的
支
配
－
被
支
配
関
係

に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
た
。
在
地
的
紛
争
状
況
に
対
す
る
代
官
の
立
場
の
弱
さ
と
、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
構
造
は
、
代
官
が
そ
の

定
着
を
図
る
た
め
に
地
域
住
民
へ
の
保
護
関
係
に
訴
え
る
必
要
を
増
大
せ
し
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
章
冒
頭
に
述
べ

た
サ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
渓
谷
住
民
の
論
理
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
国
家
と
地
域
住
民
の
「
保
護
と
庇
護
」
の
双
務
関
係
の
論
理
と
、
在
地
的
紛

争
の
遂
行
に
お
け
る
住
民
側
の
戦
略
の
接
合
す
る
部
分
に
、
代
官
の
位
置
が
確
認
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
①
p
8
鑓
象
国
ζ
臥
唇
旦
〉
．
ω
鋤
珂
H
、
．
お
α
q
婆
ユ
蒙
Φ
§
睡
臥
、
象
b
σ
禽
α
q
鋤
暑
　
　
（回

ﾖ
①
G
。
山
念
O
）
”
二
。
葺
①
σ
q
α
q
δ
山
Φ
邑
α
q
呂
門
一
象
し
ご
①
お
磐
。
（
頃
。
琶
①
昆
欝
H
里
乙
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プ
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ソ
ナ
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石
工
紫
郎
、
石
川
武
、
小
倉
欣
一
、
成
瀬
治
、
平
城
照

　
介
、
村
上
淳
一
、
山
田
欣
呉
訳
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
そ
の
歴
史
と
精
神
』
、
岩
波

　
書
店
、
一
九
七
四
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第
～
刷
。
鼠
』
①
｝
冨
嵐
置
①
臣
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【
象
2
U
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お
o
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導
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甲
ピ
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葺
卿

　
霧
し
・
巴
置
声
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唱
．
鼠
僧

⑪
お
α
Q
韓
「
r
。
旭
■
9
’
も
．
一
〇
蒔

⑫
目
げ
乙
⑦
戸
や
①
S

⑬
囲
げ
峯
魯
ご
O
．
潔
メ
雰
δ
O
刈
．

　
こ
こ
で
本
稿
の
ま
と
め
と
し
て
、
国
家
と
地
域
の
人
間
集
団
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
稿
が
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
機
構
を
農
村
領
域
・
山

岳
部
に
お
い
て
代
表
す
る
代
官
職
と
代
官
区
地
域
社
会
の
規
範
と
現
実
を
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
得
た
と
こ
ろ
を
整
理
し
、
考
察
を
加

え
た
い
。

　
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
は
、
そ
の
体
現
と
し
て
の
代
官
や
ポ
デ
ス
タ
を
農
村
部
や
山
岳
部
に
設
置
し
、
そ
の
役
割
を
形
式
的
な
支
配
承
認
の

象
徴
か
ら
、
裁
判
と
平
和
の
全
般
的
監
督
者
へ
と
徐
々
に
具
体
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
そ
の
実
現
を
実
質
的
に
左
右
し
た
の
は
、
在
地
社

会
内
部
の
人
間
集
団
と
そ
の
相
互
関
係
で
あ
る
。
構
成
員
達
は
、
在
地
社
会
内
部
の
党
派
的
抗
争
を
勝
ち
抜
き
、
そ
の
基
盤
を
強
化
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
機
構
を
受
け
入
れ
、
そ
こ
に
国
家
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
在
地
的
な
意
義
を
も
付
け
加

え
て
い
っ
た
。
党
派
抗
争
の
展
開
と
、
そ
の
抗
争
を
支
え
た
同
盟
関
係
、
そ
れ
に
基
づ
く
住
民
側
の
高
い
武
力
の
利
用
可
能
性
は
、
定
着
過
程

に
あ
っ
た
代
官
の
地
位
を
大
き
く
規
定
し
た
。
規
範
的
水
準
に
お
い
て
は
髪
上
に
平
和
と
正
義
の
保
護
者
と
し
て
の
役
割
を
与
え
、
さ
ら
に
そ

の
よ
う
な
役
割
の
解
釈
に
お
い
て
、
共
同
体
財
産
の
保
護
や
負
債
関
係
の
健
全
化
と
い
う
、
在
地
的
需
要
に
基
づ
く
意
義
を
も
加
え
て
い
っ
た
。
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一
方
現
実
的
在
地
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
代
官
の
実
質
的
弱
体
性
に
基
づ
い
て
代
官
と
地
域
住
民
と
の
関
係
に
保
護
と
庇
護
の
原
理
に

基
づ
く
双
務
契
約
的
性
格
が
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
原
理
が
、
国
家
が
在
地
紛
争
に
正
当
化
の
根
拠
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
や
、
在

地
の
党
派
的
紛
争
遂
行
に
お
け
る
道
具
と
し
て
の
代
官
の
役
割
と
接
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
官
の
地
域
内
へ
の
定
着
が
進
展
し
て
い
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
国
家
と
在
地
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
異
に
す
る
発
展
過
程
の
中
で
、
両
者
の
間
に
不
可
分
の
関
係
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
即
ち
地
域
社
会
史
と
国
制
史
の
同
時
進
行
化
に
こ
そ
、
中
世
後
期
の
地
域
／
領
域
国
家
の
特
徴
が
あ

る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
の
形
成
・
発
展
過
程
は
、
そ
の
最
良
の
事
例
の
「
つ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
中
世
史
を
特
徴
付
け
る
グ
ェ
ル
フ
ィ
・
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
抗
争
の
在
地
的
展
開
が
中
核
的
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
本
稿
に
お
け
る
検
討
対
象
は
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
国
家
機
構
の
一
部
で
あ
る
代
官
と
そ
の
任
地

に
お
け
る
在
地
的
人
間
集
団
と
の
関
係
で
あ
り
、
グ
ェ
ル
フ
ィ
と
ギ
ベ
ッ
リ
ー
二
は
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

党
派
は
、
周
知
の
よ
う
に
代
嘗
区
と
い
う
狭
い
在
地
的
領
域
の
枠
組
み
を
超
え
た
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
党
派
的
同
盟
関
係
の

広
が
り
が
、
在
地
紛
争
の
展
開
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
地
域
－
国
家
関
係
の
形
成
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
本
稿
に
お
い
て
も
垣
間
見
ら
れ

た
通
り
で
あ
る
。

　
換
言
す
れ
ば
、
コ
ム
ー
ネ
世
界
の
混
乱
の
担
い
手
で
あ
る
党
派
こ
そ
が
国
家
と
地
域
の
関
係
を
形
成
す
る
不
可
欠
の
要
素
と
な
っ
た
と
い
う

事
実
、
そ
し
て
国
家
と
在
地
社
会
集
団
の
双
方
が
党
派
と
接
合
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
論
理
を
自
己
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
相
互

の
関
係
形
成
の
舵
を
取
っ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
次
の
よ
う
な
方
向
で
の
議
論
を
要
請
す
る
と
一
震
え
よ
う
。
第
一
に
、
グ
ェ
ル
フ
イ
・
ギ

ベ
ッ
リ
ー
二
の
党
派
そ
の
も
の
の
構
造
と
そ
の
機
能
を
、
狭
い
在
地
領
域
を
超
え
た
広
が
り
に
お
い
て
国
家
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
検

討
す
る
こ
と
。
そ
し
て
第
二
に
、
グ
ェ
ル
フ
ィ
・
ギ
ベ
ッ
リ
ー
こ
と
い
う
イ
タ
リ
ア
固
有
の
現
象
を
、
同
様
の
歴
史
的
役
割
を
持
っ
た
他
地
域

の
現
象
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。
検
討
を
続
け
た
い
。
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Il　vicario　e　il　vicariato　a　Bergamo　de｝　XIV

　　　　　　secolo　sotto　lo　stato　visconteo

o
l

d

SATO　Hitomi

　　Lo　stato　visconteo　nel　XIV　secolo　fornisce　uno　dei　migliori　esempi　del　percorso

sperimentale　deka　formazione　deilo　stato　regionale　nel　periodo　rinascimentale

dell’ltatia　centro－settentrionale．　A　cominciare　dagli　anni　settanta　del　ventesimo

secolo，　maggiori　sforzi　sono　stati　impiegati　per　rivalutare　it　significato　storico　di　tale

ordinamento　statuale．　ll　modello　strutturale　dello　stato　regionale　proposto　da

G．Chittolini，　in　cui　il　principe　o　la　citta　dominante　si　assume　il　ruo｝o　di　punto　di

riferimento　nel　dialogo　tra　diversi　corpi　locali　nel　corso　di　una　riorganizzazione

territoriale　per　un　maggior　equilibrio，　resta　tuttora　alla　base　delia　nostra

comprensione　dell’istituzione　staeuale　nel　periodo　in　questione．　Tuttavia　rimane

ancora　aperto　il　problema　del　dinamismo　storico　che　raggiunge　una　tale　struttura　nel

XV　secolo．　ll　presente　lavoro　intende　far　luce　su　taluni　aspetti　nel　corso　della

formazione　deilo　stato　visconteo，　analizzando　il　luogo　d’incontro　tra　un　elemento

statuale　nuovamente　istituito　dai　Visconti　e　la　societa　e　gli　uomini　locali，　quali　it　vicario

e　it　vicariato　neile　valli　e　nelte　campagne　del　XIV　secolo　a　Bergamo．

　　1　sigriificati　attribuiti　al　vicario　e　al　vicariato　al　livello　nomiativo　emergono　dagli

statuti　rurali　e　delle　vadi．　Tali　statuti　sono　stati　sovente　ritenuti　come　gli　“statu£i　del

vicariato”，　elaborati　nelle　citta　e　imposti　dai　Visconti　per　un　maggior　controHo　daH’alto，

quindi　con　una　omogeneita　adatta　per　essere　applicata　a　qualsiasi　vicariato．　Tuttavia

I’analisi　e　il　confronto　tra　alcuni　statuti　condotti　in　questa　sede，　soprattutto　tra　gli

statuti　delia　val　di　Scalve，　della　valie　Brembana　e　della　valle　Taleggio，　xivelano　delle

significative　dfierenze　tra　essi．　Gli　statuti　della　val　Cli　Scalve　si　differenziano　per

contenere　non　pochi　ordinamenti　relativi　aBa　vita　comunitari　e　all’autonomia　locale　da

quelli　cli　altre　due　valli　che　ne　contengono　pochissirrri　rifeiimenti．　Le　clausole

riguardanti　1’uffcio　del　vicario，　tuttavia，　sono　identiche　tra　quege　della　val　di　Scalve　e

quelle　deila　Valle　Brembana．　Assai　diversi　sono　invece　gli　statuti　della　valte　Taleggio，

che　riportano　i　nomi　dei　compilatori　locali，　1’obbiettivo　specifico　della　compitazione

degli　stessi　statuti　e　un　interpretazione　particolare　del　ruolo　dell’uthcio　del　vicaiio

come　protettore　dei　beni　comuni　della　valle．　Tali　differenze　mostrano　ben　chiaro　il

largo　spazio　aperto　all’inseirimento　degli　elementi　locali　nel　corso　di　determinazione
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del　proflo　istituzionale　deil’amministrazione　locale　dello　stato　visconteo．

　　Le　attivita　dei　vicari　al　di　fttori　delle　norme　statutarie　sono　riscontrabilt　nelle

corrispondenze　con　il　refeyendario．　Le　loro　lettere　delmeano　una　sostanziale

debolezza　dell’au＃orita　e　del　potere　del　vicario　nei　confronti　delle　societa　e　degli

uomi面locah，　che，　trovandosi　i1　mezzo　ai　con趾ti　fazionaij，（駈sponevano　deiぎapPorti（五

akeanza　fazionale　e　di　una　buona　possibMta　di　sfruttare　le　loro　forze　armate．　Tale

debolezza　diede　luogo　sia　alla　libera　definizione　della　natura　del　rapporto　tra　lo　stato　e

gti　uominl　del　posto，　in　cui　esso　e　interpretato　in　termini　di　“protezione　e　difesa”，　che

all’inquadramento　degli　elementi　deko　stato　visconteo　nei　contesti　locali　come　mezzi　di

legittimazione　dei　microconflitti　localj．

　　Quindi　nel　percorso　d’inserimento　del　vicario　e　del　vicariato　nelta　societa　locale　di

Bergamo　qui　esaminato，　si　riscontra　un　1argo　spazio　per　le　iniziative　locali　e　lo　sviluppo

istituzionale　delto　stato　che　andarono　di　pari　passo，　formando　un　stretto　rappoyto　di

interazlone　tra　essl．

　　　　Die　Wahrnehmungen　der　，Region“　und　der

，，Grenze“　bei　deutschsprachigen　Eljten　Tirols　im　17．

　　　　　　　　　　　　　　und　18．　Jahrhundert

von

SAI〈UMA　Daisuke

　　　　Viele　der　bishertgen　Regionalismusforschungen　gehen　davon　aus，　dass　eine

，，Region“　Uber　eine　ethnisch，　historisch－ku｝turell　homogene　territoriale　Einheit

ver　f（igt．　Das　Tenitorium　Tirols　ifberschritt　jedoch　den　Alpenhauptkamm　und　deren

Bev6ikerung　bestand　aus　der　deutschsprachigen　Majorittit　und　der

italienischsprachigen　Minoritat．　Die　Hochstifte　Trient　und　Brixen　waren　vor　1803　mit

der　Grafschaft　Tiro｝　nicht　vereinigt．　Wie　nahrnen　eigentlich　die　deutschsprachigen

Eliten　Tirols　eine　，　Region“　und　eine　，，Grenze“　wahr？　Um　dies　zu　beleuchten，　habe　ich

Landesbeschreibungen　im　17．　und　18．　Jahrhundert　zum　Gegenstand　meiner

Betrachtungen　gewtihlt．

　　Die　EntstehuRg　der　Landesbeschreibung　setzt　eine　Denkart，　Ctie　das　Land　als　die

sich　von　anderen　Gebieten　zu　unterscheidende　Einheit　betrachtet，　voraus．　Verfolgt

man　die　lnhalte　der　Landesbesclrrejbungen，　jedoch　so　wird　deutlich，　dass　，，Grenzen“

oder　Viefeltigkeiten　innerha｝b　Tirols　auch　erkarmt　wurden．　FUr　Ctie　Verfasser　im　17．
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